
令 和 ５ 年 度

科 目 案 内

「 北 稜 シ ラ バ ス 」

１ 年 生



令和５年度北稜シラバス　

科目 単位 学年・コース 担当

現代の国語 2 １年生全員 小林・柴田

『精選　現代の国語』
東京書籍

副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

①知識・技能 語彙（漢字）や文法の知識／読む能力

言語活動を行うために必要な語彙や文法事項などについて定期考査

理解し、知識を身につけているかどうか、また書かれたもの小テスト

を正確に読解できているかどうかを評価します。

②思考・判断・表現 話す・聞く能力／書く能力／読む能力

論理的に／豊かに考えられているかどうか、 定期考査

他者と関わる中で伝え合うことができているか、 パフォーマンス評価（発表・発言・記述等）

自己の思いを深められているかを評価します。

③主体的に学習に取り組む態度

①②の力を身につけるために粘り強い取組ができて 自己評価

いるか、また、その取組の中で自らの学習を 定期考査

調整できているかどうかを評価します。 提出された課題等

４．担当者からのメッセージ

論理的に考えるとは？をテーマに、「読む」「書く」「話す・聞く」という国語の基礎的な力を養います。
毎週の漢字テストも含め、全ての教科の土台となる学習ですので、１年間頑張りましょう。

教科

国語

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成す
ることを目指す。
・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。（知識および技能）
・論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思
いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。（思考力・判断力・表現力等）
・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手と
しての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学びに向かう力，人間性等）

教科書

別紙

観点 評価のポイント（学習活動）

『デジタル版　ビジュアルカラー国語便覧』　大修館書店

次の各観点に基づき学習内容のまとまりごとに（定期考査までを学習のひとまとまりとして）基準に
従って各学期ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。



令和５年度北稜シラバス　

科目 単位 学年・コース 担当

言語文化 2 １年生全員 小林・柴田

『精選　言語文化』
東京書籍

副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

①知識・技能 語彙（漢字）や文法の知識／読む能力

言語文化を理解するために必要な語彙や文法事項を 定期考査

理解し、知識を身につけているかどうか、また書かれたもの小テスト

を正確に読解できているかどうかを評価します。

②思考・判断・表現 話す・聞く能力／書く能力／読む能力

論理的に／豊かに考えられているかどうか、 定期考査

他者と関わる中で伝え合うことができているか、 パフォーマンス評価（発表・発言・記述等）

自己の思いを深められているかを評価します。

③主体的に学習に取り組む態度

①②の力を身につけるために粘り強い取組ができて 自己評価

いるか、また、その取組の中で自らの学習を 定期考査

調整できているかどうかを評価します。 提出された課題等

４．担当者からのメッセージ

観点 評価のポイント（学習活動）

書かれた時代や国境を越えて、現在の私たちに受け継がれてきた「ことば」の「文化」を知ることで、豊
かな国語の力を身につけていきましょう。

教科

国語

教科書
『九訂版　読解をたいせつにする体系古典文法』　数研出版
『デジタル版　ビジュアルカラー国語便覧』　大修館書店

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成す
ることを目指す。
・生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深めることが
できるようにする。（知識および技能）
・論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思
いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。（思考力・判断力・表現力等）
・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手と
しての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学びに向かう力，人間性等）

別紙

次の各観点に基づき学習内容のまとまりごとに（定期考査までを学習のひとまとまりとして）基準に
従って各学期ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。



学期 単元 学習目標 特色 教材
自己
評価

言語文化
読１　「作品を読み比べる」

・多様な形式の作品を読み比べながら，日
本文化のありようを探る。

教科書
「桜に関する作品を読み比べる
」

現代の国語
読１　「自己と他者」

・対比的に書かれた評論を読み取る。
・評論の書かれ方を理解し，読み方を知る。

教科書
『届く言葉』
「評論の読み方を知る」

現代の国語
話１　「分かりやすい説明をする」

・目的や相手に合った分かりやすい説明を
する。

教科書
「分かりやすい説明をする」
「図書館の利用法」

言語文化
読２　「小説１」

・登場人物の心情の変化を，場面の展開に
即して読み取り，主題について考える。

教科書
『羅生門』
「小説の読み方」

言語文化
読３　「古文入門」

・歴史的仮名遣いについて理解し，説話の
おもしろさを読み取る。

教科書
『児のそら寝』
「古文学習のしるべ１・２」
副教材「体系古典文法」

言語文化
読４　「古文入門」

・文語の活用について理解し，叙述を基に
人物像を読み取る。

教科書
『絵仏師良秀』
『大江山の歌』
「古文学習のしるべ２・３」
副教材「体系古典文法」

現代の国語
読２　「認識を深める」

・日本と西洋の文化の比較を通じて，日本
文化の特質について理解を深める。

教科書
『水の東西』
「思考への扉１――文化の東西」

現代の国語
話２　「発想を広げて課題を見つけ
る」

・発想を広げてアイディアを整理し，的確に
伝える。

教科書
「発想を広げて課題を見つける」

現代の国語
書１　「手順を整理して正確に伝える」

・情報を分かりやすく整理し，表現を検討し
て手順書を書く。

教科書
「手順を整理して正確に伝える」

現代の国語
話３　「本を紹介する」

・話の構成や，紹介の仕方を工夫して話す。
教科書
「本を紹介する」

言語文化
読５　「漢文入門」

・漢文の特色を知り，訓読のきまりを理解
するとともに，格言に親しむ。
・漢和辞典の使い方を知り，漢字の読みと
意味の関係について理解する。

教科書
「訓読の基本」
「故事成語―三篇」

期末考査

言語文化
読６　「寓話」

・話の展開や登場人物の言動を読み取り，
寓話に込められた意図について考える。

教科書
『借虎威』
『塞翁馬』

現代の国語
書２　「問いを作り、意見をまとめる」

・読んだ文章から問いを作り，構成を工夫
して意見をまとめる。

教科書
「新聞記事をもとに問いを作り、
意見をまとめる」

現代の国語
読３　「言葉と社会」

・「豊かさ」とは何かについて書かれた評論
を読み，その考え方の違いについて理解を
深める。

教科書
『まちの豊かさとは何か』
「思考への扉―コミュニティのこ
れから」

現代の国語
書３　「調べた資料を説明資料にまと
める」

・情報の信頼性を吟味し，伝える相手や目
的に応じてまとめる。
・グラフや写真の読み方を理解し，情報を
適切に読み取れるようにする。

教科書
「調べた資料を説明資料にまと
める」
「グラフや写真の読み取り方」

言語文化
読７　「随筆」

・随筆に表れた作者の考えを，叙述を基に
的確に捉える。

教科書
『徒然草』
副教材「体系古典文法」

中間考査

年間学習計画

2

1



学期 単元 学習目標 特色 教材
自己
評価

言語文化
読８　「歌物語」

・歌物語に描かれている内容を，叙述を基
に的確に捉える。

教科書
『伊勢物語』
「古文学習のしるべ４」
副教材「体系古典文法」

現代の国語
話４　「情報を整理しながら話し合う」

・話し合いの進め方を工夫し，考えを深め
る。

教科書
「情報を整理しながら話し合う」

言語文化
読９　「短歌」

・短歌独自の特徴と表現効果を理解し，言
葉に込められた情景や心情を読み取る。

教科書
「こころの鉦」

言語文化
読10 「和歌」

・和歌に表れたものの見方，感じ方，考え方
を読み取る。

教科書
『万葉集』『古今和歌集』
『新古今和歌集』
国語便覧
『小倉百人一首』

言語文化
読11 「恋の歌を読み比べる」

・さまざまな時代の恋の歌を読み比べて，
ものの見方，感じ方，考え方を深める。

教科書
「恋の歌を読み比べる」

言語文化
書１　「短歌を作る」

・自分の感じたことや伝えたいメッセージ
などを，短歌にし，効果的に書く。

教科書
「短歌を作る」

現代の国語
読４ 「言葉と社会」

・他言語と比較することで言葉の意味の在
り方を理解し，言葉に関心を持って言語生
活を豊かにする。

教科書
『言葉は世界を切り分ける』
『ものと記号』

期末考査

言語文化
読12 「詩文」 ・漢詩に描かれている情景や心情を読み取

り，優れた表現に親しむ。

言語文化
書２ 「訳詩を書く」

・元の漢詩の魅力が効果的に伝わるよう
に，表現を工夫して訳詩を書く。

現代の国語
書4 「共に生きる」

・読み比べて考えを明確にし，伝わりやす
い構成で書く。
・引用の方法を学び，適切に引用できるよ
うにする。

教科書
『真の自立とは』
『自立と市場』
『共鳴し引き出される力』
「異なる主張の文章を読み比べ
て自分の意見を書く」
「引用の方法」

言語文化
読13 「作り物語と軍記物語」

・作り物語に表れた多様な思いを，叙述を
基に的確に捉える。
・軍記物語特有の表現に注目しながら，登
場人物の描かれ方を読み取る。

教科書
『竹取物語』
『平家物語』
副教材「体系古典文法」

現代の国語
書5 「論証してレポートを書く」

・論点を整理して論証し，レポートの形式で
書く。

教科書
「論証してレポートを書く」

現代の国語
話5 「探究したことを発信する」

・発表の仕方や，話の聞き方を工夫する。
教科書
「探究したことを発信する」

言語文化
読14 「史話」

・話の展開や登場人物の言動を読み取り，
史話のおもしろさを味わう。

教科書
「史話」

学年末考査

3

2

教科書
「絶句と律詩」
「漢文の窓４」



令和５年度北稜シラバス

科目 単位 学年・コース 担当

北稜探究Ⅰ 1 １年生全員

　青柳・小林・佐野
　柴田・本岡・中田
　荻原・坂田・中野
　濱名・福井

なし 副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

①知識・技能

②思考・判断・表現

③主体的に学習に取り組む態度

４．担当者からのメッセージ

・グループワークの様子
・課題の提出状況
・レポート、自己評価等

第一学習社　小論文チャレンジノート

北稜高校は長年「国際教育」「環境教育」「表現活動」を教育の特色として力を入れてきました。
この「北稜探究Ⅰ」では、おもに環境教育に重点を置き、自ら課題を見つけ、新たな知識を得、それ
を表現する力を養います。１年間、楽しく学びましょう。

観点 評価のポイント

　習得すべき知識や重要な概念等を理解しているか、習
得すべき技能を身に付けているかを評価します。

　知識・技能を活用して課題解決するために必要となる
思考力・判断力・表現力等を身に付けているかを評価し
ます。

　各教科目が対象としている学習内容に関心をもち、自
ら課題に取り組もうとする意欲や態度を評価します。

・スピーチ、発表
・小論文模試
・その他成果物

・スピーチ、発表
・小論文模試
・その他成果物

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従っ
て評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

教科

国語

・課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身につけ、探究の意義や価値を理解する。
・実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分
析して、まとめ・表現することができるようにする。
・探究に主体的・協働的に取り組むと共に、互いの良さを生かしながら、新たな価値を創造し、より
よい社会を実現しようとする態度を養う。

教科書

 定期考査は実施せず、毎時間ごとの参加と課題提出が基本となるので、欠席をせず、時間内に課
題を仕上げるように取り組む。スピーチや発表では、話すこと、聞くことに積極的に取り組む。グ
ループワークでは、様々な価値観を持つ他者と交流し、意見を交換しながらまとめていくようにす
る。出された課題は丁寧に取り組み、必ず期限内に提出する。



学期 単元 単元の目標 学習活動
自己
評価

オリエンテーショ
ン

・シラバス説明（北稜探究の目標、学習内容、評価等に
ついて）
・授業担当者自己紹介

読書紹介
・新書を読み、新たに知ったことをまとめて未読の人
に伝える。

・グループ内発表

他者の好きなモ
ノ紹介

・他者にインタビューして、「好き！」に関する楽しいエ
ピソードを数多く聞き出し、それを魅力的な発表に仕
上げる。
・他者から楽しいエピソードを聞き出す工夫やそれを
魅力的に伝えるためのポイントを学ぶ。

・インタビュー
・スライド選定
・スピーチ

小論文の作成

・身近な実社会に潜む諸課題（とくに環境問題）への問
題意識を持ち、それに対する自らの考えを小論文の形
で表現する。
・小論文の書き方の基本や社会問題に対する調査の仕
方を学び、文章で自分の考えを伝える表現力を磨く。

・現状や課題、解決策を
調べる
・小論文作成

環境問題のつな
がりを考える

・SDGsと環境問題について学び、環境問題を学ぶ意
義を把握する。
・環境問題どうしのつながりを考え、それをスライドに
して他者にプレゼンテーションを行う。
・自然がお互いに関連した複雑なシステムであること
を知り、それを具体例を挙げて論理的に説明する力を
付ける。
・他者を引きつけるプレゼンテーションにするための
ポイントについて学ぶ。

・発表原稿作成
・スライド作成
・プレゼンテーション

問を立てる

・写真や図、グラフなどを見て思い浮かぶ素朴な疑問、
「はて」「なぜ」を見つけ、自分なりの問をつくる練習を
する。
・自らの問に対する答を見つけるためにはどうすれば
よいかを考え、実践してみる。
・2年生での探究活動の基礎となる「問さがし」の導入
として、主体的に取り組めるようにする。

・班活動
・発表原稿作成
・スライド作成
・プレゼンテーション

3 環境動画の制作

・環境問題の中から関心のあるテーマを見つけ、それ
を他者に伝える動画を制作する。
・テーマの見つけ方や動画の構成、魅力的な伝え方な
ど、この1年間の探究で学んだことを1本の動画に集
約する。
・各クラスの優秀作品は、全体の発表会で上映される。

・環境動画の作成
　（1～2分）
・優秀作品発表会での上
映

年間学習計画

2

1



令和５年度北稜シラバス　　　　
科目 単位 学年・コース 担当

公共 2 １年全クラス
大島
宮﨑

公共(東京書籍) 副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従って

①～③の観点ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能

理解しているか、習得すべき技能を身に付けているか

を評価します。

②思考・判断・表現

必要となる思考力・判断力・表現力等を身に付けているか

を評価します。

③主体的に学習に取り組む態度

自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を評価します。

４．担当者からのメッセージ

授業を大切にし、ノートやプリントの取り方を工夫する。板書やスライドを写すだけでなく、説明をよく聞
き、今何を学習しているか常に確認しながら授業を受けること。復習のための家庭学習時間を習慣化す
ること。新聞やＴＶのニュースにも関心を持つようにしよう。

教科

公民

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手がかりとなる考え方や公共的な空間における基本
的原理を活用して、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参画を
視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

教科書

復習を中心に、定期的に家庭学習の時間を設ける。授業で出てきた用語を用語集等使って調べたり、関連の事柄を新聞やイ
ンターネット等を使って深める癖を付けることで、自ら調べ知識を付ける力を付ける。今何を学習しているのかを常に確認しなが
ら授業を受け、現代の社会で問題になっている具体的な事柄と結びつけながら考えられるようなる。そのため、新聞やニュース
にも関心を持って知識を深める努力ができる。

公共ワークノート(東京書籍)

観点

  各教科目において習得すべき知識や重要な概念等を

  各教科目の知識・技能を活用して課題解決するために

  各教科目が対象としている学習内容に関心をもち、

評価のポイント

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手
がかりとなる概念や理論について理解しているととも
に、諸資料から、倫理的主体などとして活動するため
に必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめてい
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手
がかりとなる考え方や公共的な空間における基本的原
理を活用して、事実を基に多面的・多角的に考察し公
正に判断したり、合意形成や社会参画を視野に入れな
がら構想したことを議論したり表現したりしている。

○よりよい社会の実現を視野に、公共的な空間に生き
国民主権を担う公民として，現代の諸課題を主体的に
解決しようとしている。
○知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現
力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取り組
みを行おうとしている。また，粘り強い取り組みを行う
なかで、自らの学習を調整しようとしている。



学期 学習内容 学習のねらい（ポイント） 学習活動
1

１ 青年期と自己形成の課題 ○青年期の特徴や発達課題としてのア
イデンティティの確立の理解を手がかり
に、青年期に生きる自己形成の課題に
ついて考察する。

○青年期における心の動きや自分
自身の捉え方、人間関係などの特
徴をふり返りながら、青年期の特徴
や発達課題について理解する。

２ 自己形成と社会への参画 ○キャリア開発や社会参画の視点か
ら、青年期に生きる自己形成の課題に
ついて考察する。

○現代社会で生きていく上で、青年
期に求められることは何か、幅広く
考えるとともに、キャリア開発や社会
参画の意義について気付き、考え

３ 個人として尊重される人間 ○カントやJ.S.ミルの考え方の理解を基
に、人間を「個人」として尊重する意味に
ついて考察する。

○規則と自由に関する課題につい
て、実際的な場面を想定しながら、
理解を深める。

４ 社会的な存在としての人間 ○アーレントやハーバーマス、和辻哲郎
の思想の理解を手がかりに、社会的な
存在としての人間のあり方及び公共空
間について考察する。

○「公共」の意味について考えなが
ら、社会的存在としての人間につい
て理解する。

５ 伝統・文化のなかの人間 ○丸山真男の考え方、「公」と「私」の捉
え方などを手がかりに、ものの捉え方や
考え方が伝統・文化と深くかかわってい
ることを理解し、そこにおける課題につ
いて考察する。

○日常使われている言葉の意味や
用法に伝統や文化がかかわってい
ることに気付き、それがどのような課
題につながっているか考察する。

６ 功利主義と幸福の原理
７ 義務論と公正の原理

○行為選択の理由付けとして、行為論
と義務論の考え方を学ぶ。
○先人の思想を手がかりに、思考実験
を用いて、課題解決の方法について考
察し議論する。

○行為論と義務論の区別について
理解する。
○思考実験を用いて選択・判断とそ
の理由について考察する。

８ 公共的な空間における協働と
は

○社会における利害の調整のしくみとし
ての市場の働きと国家の役割、及びそ
れぞれの課題について理解します。

○市場機構における財やサービス
の配分が社会の利害調整の役割を
していることに気付きます。また、国
家による調整は、立憲主義に基づく
手続きによることを理解する。

９ 民主主義とは ○社会における意見や利害の調整、意
思決定における民主主義の意義、それ
らの課題について理解する。

○民主主義の手続きや方法の意義
について具体例をあげながら理解す
るとともに、その課題について考え

10 立憲主義とは ○法の支配や近代立憲主義の意義に
ついて、歴史的背景もふまえながら理
解する。
○立憲主義と民主主義の緊張関係の

○中学校社会科での学習もふまえ
ながら、法の支配や立憲主義の意
義について、基本的人権の尊重や
権力の濫用防止の観点から理解す

11 人権保障の意義と展開 ○公共的な空間における基本的原理の
一つである、人間の尊厳と平等につい
て、その意義、歴史的展開、現代の動
向について理解する。

○人間の尊厳と平等、基本的人権
の尊重の意義について理解するとと
もに、歴史的経過のなかで発展し今
日に至っていることに気付く。
○現代における人権の展開につい
ては、国内の法整備にも具体化され
ていることに気付く。
(中間考査)

テーマ１「民意を反映した政治を
実現するには？」
12 私たちの民主政治 ○政治の働き、民主主義の具体的な姿

について理解するとともに、現在の民主
主義の課題について考察する。

○身近に存在する政治に気付くとと
もに、民主主義にかかわる制度や活
動について理解する。
○現代民主主義の課題について
は、20世紀の歴史をふまえながら考
察する。

13 地方自治のしくみと役割 ○地方自治の原則としくみ、地方財政
のしくみと課題、住民参加の形態と意義
について理解するとともに、地方自治の
課題について考察する。

○地方自治の本旨について確認す
ると同時に、国の政治と比較しなが
ら地方自治のしくみについて理解す
る。
○地方財政については、具体例など
を取り上げながら、財政や事務につ
いて理解する。

年間学習計画

表現

表現

表現

環境

国際

国際表現

表現 国際

国際環境表現

表現 環境

表現 国際

国際環境表現

表現 環境

表現 環境

表現

国際

国際環境



14 国会のしくみと役割 ○三権分立と国会の地位、国会の役割
と権限、国会の構成と運営について、実
際の政治事象とも関連させながら理解
する。
○政治のしくみと制度を前提として展開
される実際の政治の運営の現状と課題
について考察する。

○三権分立、国会の組織と権限に
ついては、日本国憲法の該当条文
も参照しながら、理解する。
○実際の政治事象を取り上げなが
ら、国会の果たしている役割につい
て具体的に理解する。

15 内閣のしくみと役割 ○内閣と国会との関係、内閣の役割と
行政組織、行政国家化と行政改革につ
いて、実際の政治事象とも関連させな
がら理解する。
○国会を基盤に行政権を行使する内閣
と行政組織、行政権が肥大化した今日
の行政の課題について考察する。

○内閣と国会の関係については、日
本国憲法の条文を参照すると同時
に、実際の政治事象を参考に理解
する。
○行政機構と行政事務については、
具体的な事例を参考に理解する。
○行政権の役割の拡大に伴う諸課
題と対応について具体例を取り上げ

16 政治参加と選挙 ○政治参加のさまざまな方法、民主政
治と選挙制度、日本の選挙制度と課題
について、実際の事象とも関連させなが
ら理解する。
○有権者の意思をよりよく反映するとい
う視点から、日本の選挙制度について
考察する。

○近代の選挙の原則の重要性を確
認するとともに、日本の選挙制度に
ついて、近年の実施例なども取り上
げながら、具体的に理解する。
○18歳から選挙権を有することをふ
まえ、投票による政治参加の意義に
気付く。

17 政党と利益集団 ○民主政治における政党の役割、日本
の政党政治、政治に影響を及ぼそうと
する利益集団、政治資金にかかわる課
題などについて理解する。
○民主政治における政党や利益集団
の役割、政治資金にかかわる課題につ
いて考察する。

○選挙の際の政党の政権公約、政
党間の議論などを参考に、政党の
役割に気付く。
○利益集団についても具体例をあ
げながら政治的意味に気付く。
○政治資金については、関連する
報道などを参照し、政治資金の規正
の重要性に気付く。

18 メディアと世論 ○民主主義における世論の意義、メ
ディアの世論への影響、インターネット
時代の世論形成の現状と課題などにつ
いて理解する。
○世論形成に及ぼすメディアの役割、
正しい情報に基づく合理的な判断の重
要性について考察する。

○メディアが取り上げる論点を比較
したり、変化していく世論に気付いた
りすることによって、民主主義におけ
る世論の重要性を理解する。
○政府やメディアが行う世論調査の
内容を概観し、世論のイメージを把
握する。
(期末考査)

2
テーマ２「法は私たちの生活にど
のようにかかわるのか？」
19 法と社会規範の役割 ○道徳を含む社会規範における法の特

色、法の役割、法の区分とそれぞれの
特色について理解する。
○法の性格や役割、法の分類、法の成
立の歴史や対象などによって区分され
ることについて考察する。

○法の特色、法の役割については、
具体例をあげながら理解する。
○社会法については、日本国憲法
に定める社会権の規定との関連に
気付く。

20 法の成立と適用 ○法案の作成と提出、民事裁判と刑事
裁判、裁判における法の適用、法の解
釈の意味などについて理解する。
○民事裁判、刑事裁判の手続きの特
色、法の適用と解釈、市民にも求められ
るリーガルマインドの意義について考察
する。

○民事裁判、刑事裁判に関する報
道などを参考に、両者の手続きの特
色について理解する。
○法の解釈、判例については、実際
の裁判事例をとおして理解し、関心
を持つ。

テーマ３「現代の市民生活にお
ける私法の役割と意義は何
21 市民生活と法 ○私法の性格、私法の三つの原則、過

失責任の原則などについて理解する。
○私法の三つの原則の意義、公共の福
祉とのかかわり、過失責任の原則の意
義について考察する。

○身の回りの具体的な例を取り上げ
て、私法と私法の３原則、過失責任
の原則について理解する。
○日本国憲法の関連する規定も参
照する。

22 多様な契約 ○契約自由の原則、契約の種類、契約
自由の原則の修正などについて理解す
る。
○契約の種類とその特色、契約自由の
修正が必要な理由について考察する。

○売買契約、賃貸借契約、労働契
約、消費貸借契約などについて、具
体的な例を取り上げ、契約自由の原
則の意義とその修正が必要な場合
について考える。

国際表現

環境表現
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23 消費者の権利と責任 ○消費者契約の特色、消費者法制と消
費者の権利、消費者主権と消費者市民
社会形成などについて理解する。
○消費者契約や消費者法制が、消費者
の権利とその尊重、自立支援をめざし
ていることについて具体的な例をとおし
て考察する。

○消費者問題の例を取り上げて、消
費者契約や消費者法制、消費者支
援機関の役割、消費者市民社会の
形成について考える。

テーマ４「国民が司法に参加す
るうえで考えるべきことは何
24 司法のしくみと役割 ○司法権とその独立、裁判制度のしく

み、違憲審査権について理解する。
○司法権の独立、三審制、違憲審査権
の意義について考察する。

○司法権の独立を確保するための
日本国憲法の規定、三審制や裁判
の原則公開、国民審査などの制度
の意義について考察する。
○違憲審査権については、違憲判
決がなされた事例を通じてその意義
に気付く。

25 刑事司法と司法参加の意義 ○刑事司法のしくみや原則、刑事司法
の課題、裁判員制度や検察審査会制度
について理解する。
○刑事司法の課題や司法への民意の
反映の意義と課題について考察する。

○刑事手続きが法令に則って進め
られること、被疑者や被告人の権利
保障についても理解する。
○刑事司法の課題や司法への民意
の反映については、例えば報道の
資料などを用いて関心を持つ。
(中間考査)

テーマ５「公正で自由な経済活
動のために政府の役割はどうあ
るべきなのか？」
26 私たちと経済 ○経済活動の意義、経済主体と経済循

環、グローバル化のなかの経済活動の
動きについて、実際の経済事象とも関
連させながら理解する。
○経済循環について、例えば「家計」を
中心にして、「政府」「企業」との関係を
説明できるようにする。

○希少性、機会費用、トレードオフに
ついて、経済の特性を捉える基本概
念であることに気付く。
○経済循環における経済主体間の
関係には、市場を通じたものと、法
令に基づく制度として行われるもの
とがあることに気付く。

27 市場経済のしくみ ○市場経済における価格の働き、市場
の失敗と政府の役割について、実際の
経済事象とも関連させながら理解する。
○市場メカニズムの意義と限界、政府
の役割が求められることとの関係につ
いて考察する。

○価格の働きについては、需要曲
線・供給曲線を利用して理解する。
○外部不経済、寡占市場における
資源配分のゆがみなどについては、
具体的な事象を参照しながら理解す
る。

28 国民所得と経済成長 ○経済の指標の計算方法と意味、経済
成長とその要因、景気変動と物価につ
いて、実際の経済事象とも関連させな
がら理解する。
○景気変動や物価の変動、インフレー
ションなどが人々の生活にどのように影
響を及ぼすか考察する。

○経済の大きさや動きなどを示す指
標としてGDPがあること、また、豊か
さを示す上でのGDPの限界にも気付
く。
○経済成長率は、経済政策の目安
となると同時に、各国の経済の動向
を示す目安としても用いられている

テーマ６「金融はどのような役割
を担っているのだろうか？」
29 金融のしくみと働き ○貨幣の役割と通貨制度、直接金融と

間接金融、金融システム、金融市場と
金利の動きについて、実際の経済事象
とも関連させながら理解する。
○金融と金融システムが日々の生活と
密接にかかわっていることに気付く。

○銀行や証券会社、保険会社など
の具体的な金融機関の業務などを
調べることをとおして、金融のしくみ
について理解する。

30 中央銀行の役割と金融環境
の変化

○中央銀行の役割、中央銀行の行う金
融政策、金融の自由化と金融商品の多
様化について、実際の経済事象とも関
連させながら理解する。
○金融政策の近年の動向、金融の自由
化と金融商品の多様化にともなってど
のような課題があるか考察する。

○金融政策については、市場にお
ける通貨量の調整がどのようにして
図られるのか、そのしくみに着目して
理解する。
○金融の自由化、金融商品の多様
化が、消費者にどのような利便性と
課題をもたらしているか、具体的に

テーマ７「持続可能な財政」を実
現するためにどうするべきだろう
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31 財政の働き ○財政の三つの機能、財政政策、財政
のしくみや租税法律主義などについて、
実際の事象とも関連させながら理解す
る。
○財政と財政政策を通じて、経済政策
や福祉政策その他の政策が行われて

○所得の再分配や財政政策につい
ては、具体例をとおして理解する。
○財政については、歳入構造、歳出
構造の変化の背景に気付き、財政
の動きに関心を持つ。

32 財政の課題 ○租税の分類、課税の原則、国債の役
割、財政問題と財政危機について、実
際の事象とも関連させながら理解する。
○財政問題については、資料を読み取
りながら問題解決の方向性について考
察する。

○租税の種類については、実例をあ
げながら理解する。
○財政問題については、テーマ３の
内容とも関連させて、問題の解決の
方向性について考える。

33 社会保障の考え方 ○社会保障の意義と歴史、日本の社会
保障制度について、実生活とのかかわ
りも含めて理解する。
○社会保障制度の意義について、多面
的・多角的に考察する。

○日本の社会保障制度の四つの柱
については、さまざまな生活場面を
想定して具体的に理解できるように
する。
○日本の社会保障制度について
は、保険制度、公費によるものなど

34 社会保障の課題とこれから ○少子高齢化の進む日本の現状、社会
保障の財源確保、社会保障と経済の活
性化とのかかわりなどについて理解す
る。
○少子高齢化の進展のなかで、今後の
社会保障制度をどのように展望するか

○高齢化、少子化がもたらす影響を
さまざまな視点から理解する。
○今後の社会保障制度の方向性と
して、低福祉・低負担、高福祉・高負
担などの観点から考える。
(期末考査)

3
テーマ８「これからの時代の職業
選択をどのように考えればよい
だろうか？」
35 働くということ ○働くことの意義、産業社会の発達と職

業の変化、労働市場の役割などについ
て、実際の職業や労働のあり方とのか
かわりも含めて理解する。
○技術革新の進展のなかで、今後の職
業や労働がどのように変化していくの
か、そこにおける課題について考察す

○職業については、社会生活にお
ける意義や役割、産業とのかかわり
などの視点から理解する。
○労働市場における労働力の需給
調整については、有効求人倍率など
を参考にして理解する。

36 多様な職業選択 ○職業選択のポイント、多様化するキャ
リア選択、キャリア形成の課題につい
て、実際の職業や労働のあり方とのか
かわりも含めて理解する。
○職業選択の機会の多様化とこれから
のキャリア形成の課題について考察す
る。

○自分の抱いている職業観とその
職業が必要とする能力との関連に
ついて考える。
○自分のこれまでの学習や経験をと
おして形成してきたキャリアが、今後
の職業とどのように結びつくか考え
る。

テーマ９「望ましい労働環境を実
現するために必要な取り組みは
何か？」
37 労働者の権利 ○資本主義社会における労働契約の

特性、労働者の権利と労働三法の内
容、労働条件改善に向けた課題につい
て、実際の職業や労働のあり方とのか
かわりも含めて理解する。
○労働契約の特性をふまえて、労働者
の権利保障が必要であることについて
考察する。

○労働関係法が、どのように労働者
の権利の保護に寄与しているのか、
具体的な事例を取り上げて理解す
る。
○労働基準法に定める労働条件の
最低基準については、具体的に理
解する。

38 現代の雇用・労働問題 ○雇用環境の変化、現代のさまざまな
労働問題、働きやすい労働環境につい
て、実際の職業や労働のあり方とのか
かわりも含めて理解する。
○仕事と家庭生活の両立、男女格差の
解消、安定した雇用などにかかわる課
題とその解決の方向性について考察す

○現代のさまざまな労働問題や労
働環境の改善については、報道や
関係の記事などをとおして、より具
体的に理解する。

テーマ10「国際社会の課題を解
決するためにどのようなルール
が必要か？」

表現 環境

表現 環境

表現 国際環境

表現 国際環境

表現 環境

表現

表現 環境

表現 環境



39 国際社会の成り立ち ○国際社会の成立とその特色、国際法
の意義と役割、国際社会の主体の変化
などについて、実際の国際的な事象と
関連させながら理解する。
○国際社会において国家間のさまざま
な問題が生じる背景と外交や国際法の
意義について多面的・多角的に考察す

○国際法は、国内法と比較しながら
その特色について理解する。
○国家間のさまざまな問題や国際
法については、具体例をとおして理
解する。

40 国際連合の役割 ○集団安全保障としての国際連盟、国
際連合の成立とそのしくみ、国際連合に
おける安全保障、国際連合のさまざま
な役割と課題について、実際の国際的
な事象と関連させながら理解する。
○国連の安全保障に果たす意義と課題
について考察する。

○国際連合の安全保障への取り組
みについては、実際の国際紛争の
例を資料をとおして理解する。
○国際連合の機関の活動が、世界
の多くの人々の生活と密接にかか
わっている点に気付く。

テーマ11「国際社会の平和と安
全を実現するには？」
41 日本の平和主義と冷戦 ○平和主義と日本国憲法第９条、自衛

隊と日米安全保障条約、戦後日本の防
衛政策について、実際の事象とも関連
させながら理解する。

○日本の安全保障と日米関係につ
いては、第二次世界大戦後の国際
政治の動きとかかわらせて理解す
る。

42 冷戦後の世界と日本 ○冷戦後の世界の動き、冷戦終結後の
日本の安全保障政策、自衛隊と海外派
遣などについて、実際の事象とも関連さ
せながら理解する。
○日本の安全保障政策の変化の背景
にある国際関係について考察するととも
に、今後の安全保障の課題について追
究する。

○個々の安全保障政策について
は、当時の報道や記事などを参照し
て理解する。
○政府の憲法第９条の解釈の変化
をとおして自衛隊の役割や位置の
変化について理解する。

テーマ12「国際社会における責
任ある行動とは何か？」
43 現代の紛争とその影響 ○現代の紛争とその要因、紛争の解決

に向けた取り組み、難民問題について
理解する。
○紛争や難民問題の解決に向けて国
際機関やＮＧＯなどの取り組みが求めら
れていることを理解する。

○実際の紛争の背景と要因や関係
する諸国の動向、国際機関の対応
などを理解する。
○映像資料や新聞記事などを適切
に活用する。

44 平和な国際社会に向けて ○平和の意味、外交を通じた平和の実
現の意義、日本の立場と役割につい
て、実際の事象とも関連させながら理解
する。
○平和憲法をもつ日本として、国際平
和に向けてどのような姿勢で何をなす

○日本が行っている国際貢献のう
ち、いくつかを取り上げて実際の活
動を知ることによって、国際貢献の
意義について理解する。

テーマ13「経済のグローバル化
は現代社会にどのような影響を
もたらしたか？」
45 貿易のしくみ ○自由貿易と保護貿易、自由貿易の推

進に向けた体制、国際収支統計の意味
について、実際の経済的事象とも関連
させながら理解する。
○リカードの比較生産費説の概要、国
際収支統計からわかる経済取引の状
況について理解する。

○輸出入にかかわる政策手段に
は、関税、輸入数量制限、輸出促進
のため補助などがあることを理解す
る。
○国際収支の項目ごとの取り引き
金額の推移からうかがわれることに
ついて考察する。

46 国際金融のしくみと動向 ○為替のしくみと外国為替市場、国際
通貨制度とその変化、国際金融の動向
について、実際の経済的事象とも関連
させながら理解する。
○為替相場の変動が貿易取引や金融
の動きにも影響を及ぼすことを理解す
る。

○為替相場については、日々の経
済ニュースによる情報をとおして理
解すると同時に、変動の背景や影響
についても考察する。
○国際金融の動向については、当
時の報道や記事などをとおして理解
する。

47 グローバル化と今日の国際
経済

○現在の国際経済秩序と動き、地域統
合の歴史と現在、台頭する新興国の動
きなどについて、実際の事象とも関連さ
せながら理解する。
○国際経済の秩序や動きは、経済だけ
でなく政治的な要因も含めて、さまざま
な関係のなかで展開していることを理解

○国際経済秩序については、国際
協調の動きとともに保護主義・一国
主義の動きがあることを事例から理
解する。
○地域統合のうちFTAやEPAについ
ては、日本の取り組みを例に内容を
理解する。

表現 国際
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48 国際経済の諸課題 ○南北問題の背景と推移、人口・食料
問題、格差の是正に向けた取り組みに
ついて、実際の事象とも関連させながら
理解する。
○構造的な問題としての南北問題、人
口・食料問題の解決には、どのような取
り組みが考えられるか考察し議論する。

○南北問題の背景については、植
民地の時期の経済関係、その後の
国際分業の構造、一次産品の価格
などの視点から理解する。
○格差の是正に向けた取り組みに
ついては、SDGs（p.194、195）を取り
上げて具体的に理解する。
(学年末考査)

表現 国際環境



p.10～13 第１部第１章（１）現代社会に生きる青年 

評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

評価の段階 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・青年期の特徴及び青年期の発達課題とし

てのアイデンティティの確立，現代社会

を生きる課題とキャリア開発，人間関係

の形成と社会参画の意義などについて理

解している。 

・教科書記載の資料及びその他の資料か

ら，必要な情報を適切かつ効果的に収集

し，読み取り，まとめている。 

・青年期の特徴及び青年期の発達課

題としてのアイデンティティの

確立，現代社会を生きる課題とキ

ャリア開発，人間関係の形成と社

会参画の意義などについて，多面

的・多角的に考察し，表現してい

る。 

・青年期の特徴及び青年期の発達課

題としてのアイデンティティの

確立，現代社会を生きる課題とキ

ャリア開発，人間関係の形成と社

会参画の意義などについて，主体

的に追究している。 

Ａ 

（優れている） 

・青年期の特徴及び青年期の発達課題とし

てのアイデンティティの確立，現代社会

を生きる課題とキャリア開発，人間関係

の形成と社会参画の意義などについて，

包括的かつ十分に理解している。 

・教科書記載の資料及びその他の資料か

ら，必要な情報を包括的に収集し，適切

に読み取り，効果的にまとめている。 

・学習した知識内容の適切な理解を

もとに，青年期の課題や社会参画

の意義について多面的・多角的に

考察を深めている。 

・思考・判断したことを的確に発表

したり説明・論述したりしてい

る。 

・青年期の課題や社会参画の意義を

主体的に捉え，粘り強く取り組ん

で深く追究しようとしている。 

・学習を通して新たな認識を得て考

えを深めており，そのことを自ら

ふり返ることができている。 

Ｂ 

（概ね満足できる） 

・青年期の特徴及び青年期の発達課題とし

てのアイデンティティの確立，現代社会

を生きる課題とキャリア開発，人間関係

の形成と社会参画の意義などについて，

重要なキーワードの多くを理解してい

る。 

・教科書記載の資料及びその他の資料か

ら，必要な情報の大半を適切に収集し，

読み取り，まとめている。 

・学習した知識内容の理解をもと

に，青年期の課題や社会参画の意

義について何らかの適切な視点

から考察している。 

・思考・判断したことを発表したり

説明・論述したりして形にしてい

る。 

・青年期の課題や社会参画の意義を

主体的に捉え，一定の見解に到達

しようとしている。 

・学習をふり返って，感想などを文

章としてまとめている。 

Ｃ 

（支援が必要） 

・青年期の特徴及び青年期の発達課題とし

てのアイデンティティの確立，現代社会

を生きる課題とキャリア開発，人間関係

の形成と社会参画の意義などについて，

基本的な理解が不十分である。 

・教科書記載の資料及びその他の資料を適

切に活用することができていない。 

・学習した知識内容の理解をもとに

して考察することができていな

い。 

・思考・判断したことを発表や文章

の形にすることができていない。 

・青年期の課題や社会参画の意義を

主体的に捉えることができてい

ない。 

・ふり返りの文章を書くことができ

ない。 

 

 

 

 

ルーブリック 



p.14～21 第１部第１章（２）社会的な関係のなかで生きる人間 

評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の段階 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・人間存在を，個人としての尊厳，社

会的存在，伝統と文化と人間の三つ

の側面から，カント，J.S.ミル，アー

レント，ハーバーマス，和辻哲郎，

丸山真男の考え方を手がかりに理解

している。 

・教科書記載の資料及びその他の資料

から，必要な情報を適切かつ効果的

に収集し，読み取り，まとめている。 

・人間存在を，個人としての尊厳，社

会的存在，伝統と文化と人間の三つ

の側面から，カント，J.S.ミル，アー

レント，ハーバーマス，和辻哲郎，

丸山真男の考え方を手がかりに，多

面的・多角的に考察し，表現してい

る。 

・人間存在を，個人としての尊厳，社

会的存在，伝統と文化と人間の三つ

の側面から，カント，J.S.ミル，アー

レント，ハーバーマス，和辻哲郎，

丸山真男の考え方を手がかりに，主

体的に追究している。 

Ａ 

（優れている） 

・個人としての尊厳，社会的存在，伝

統と文化と人間という三つの側面か

らみた人間存在について，先哲の考

え方を手がかりにして，包括的かつ

十分に理解している。 

・教科書記載の資料及びその他の資料

から，必要な情報を包括的に収集し，

適切に読み取り，効果的にまとめて

いる。 

・学習した知識内容の適切な理解をも

とに，三つの側面からみた人間存在

について多面的・多角的に考察を深

めている。 

・思考・判断したことを的確に発表し

たり説明・論述したりしている。 

・人間存在を三つの側面から主体的に

捉え，粘り強く取り組んで深く追究

しようとしている。 

・学習を通して新たな認識を得て考え

を深めており，そのことを自らふり

返ることができている。 

Ｂ 

（概ね満足できる） 

・個人としての尊厳，社会的存在，伝

統と文化と人間という三つの側面か

らみた人間存在について，先哲の考

え方を手がかりにして，重要なキー

ワードの多くを理解している。 

・教科書記載の資料及びその他の資料

から，必要な情報の大半を適切に収

集し，読み取り，まとめている。 

・学習した知識内容の理解をもとに，

三つの側面からみた人間存在につい

て何らかの適切な視点から考察して

いる。 

・思考・判断したことを発表したり説

明・論述したりして形にしている。 

・人間存在を三つの側面から主体的に

捉え，一定の見解に到達しようとし

ている。 

・学習をふり返って，感想などを文章

としてまとめている。 

Ｃ 

（支援が必要） 

・個人としての尊厳，社会的存在，伝

統と文化と人間という三つの側面か

らみた人間存在について，先哲の考

え方を手がかりにした基本的な理解

が不十分である。 

・教科書記載の資料及びその他の資料

を適切に活用することができていな

い。 

・学習した知識内容の理解をもとにし

て考察することができていない。 

・思考・判断したことを発表や文章の

形にすることができていない。 

・人間存在を三つの側面から主体的に

捉えることができていない。 

・ふり返りの文章を書くことができな

い。 

 

 

 

ルーブリック 



p.22～35 第１部第２章 公共的な空間における人間としての在り方生き方―共に生きるための倫理 

評価規準 

 

 

 

 

 

 

評価の段階 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・現代の諸課題について判断し選択す

る際の手がかりとなる功利主義や義

務論などの考え方について理解して

いる。 

・教科書記載の資料及びその他の資料

から，必要な情報を適切かつ効果的

に収集し，読み取り，まとめている。 

・現代の諸課題について判断し選択す

る際の手がかりとなる功利主義や義

務論などの考え方を活用して，生命

倫理や環境倫理について多面的・多

角的に考察し，表現している。 

・功利主義や義務論などの考え方を活

用して，現代の諸課題について主体

的に追究している。 

Ａ 

（優れている） 

・功利主義や義務論などの考え方につ

いて，包括的かつ十分に理解してい

る。 

・教科書記載の資料及びその他の資料

から，必要な情報を包括的に収集し，

適切に読み取り，効果的にまとめて

いる。 

・功利主義や義務論などの考え方を活

用して，生命倫理や環境倫理の諸課

題について多面的・多角的に考察を

深めている。 

・思考・判断したことを的確に発表し

たり説明・論述したりしている。 

・功利主義や義務論などの考え方を活

用して，現代の諸課題を主体的に捉

え，粘り強く取り組んで深く追究し

ようとしている。 

・学習を通して新たな認識を得て考え

を深めており，そのことを自らふり

返ることができている。 

Ｂ 

（概ね満足できる） 

・功利主義や義務論などの考え方につ

いて，重要なキーワードの多くを理

解している。 

・教科書記載の資料及びその他の資料

から，必要な情報の大半を適切に収

集し，読み取り，まとめている。 

・功利主義や義務論などの考え方を活

用して，生命倫理や環境倫理の諸課

題について何らかの適切な視点から

考察している。 

・思考・判断したことを発表したり説

明・論述したりして形にしている。 

・功利主義や義務論などの考え方を活

用して，現代の諸課題を主体的に捉

え，一定の見解に到達しようとして

いる。 

・学習をふり返って，感想などを文章

としてまとめている。 

Ｃ 

（支援が必要） 

・功利主義や義務論などの考え方につ

いて，基本的な理解が不十分である。 

・教科書記載の資料及びその他の資料

を適切に活用することができていな

い。 

・功利主義や義務論などの考え方を活

用して考察することができていな

い。 

・思考・判断したことを発表や文章の

形にすることができていない。 

・功利主義や義務論などの考え方を活

用して，現代の諸課題を主体的に捉

えることができていない。 

・ふり返りの文章を書くことができな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルーブリック 



p.36～53  第１部第３章 公共的な空間における基本的原理―私たちの民主的な社会 

評価規準 

 

 

 

 

 

 

評価の段階 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・公共的な空間における基本的原理で

ある民主主義，法の支配と立憲主義，

人間の尊厳と平等などの意義につい

て理解している。 

・教科書記載の資料及びその他の資料

から，必要な情報を適切かつ効果的

に収集し，読み取り，まとめている。 

・公共的な空間における基本的原理で

ある民主主義，法の支配と立憲主義，

人間の尊厳と平等などの意義とそれ

らを実現する上での課題について，

多面的・多角的に考察し，表現して

いる。 

・公共的な空間における基本的原理で

ある，民主主義，法の支配と立憲主

義，人間の尊厳と平等などの意義と

それらを実現する上での課題につい

て，主体的に追究している。 

Ａ 

（優れている） 

・公共的な空間における基本的原理で

ある民主主義，法の支配と立憲主義，

人間の尊厳と平等などの意義につい

て，包括的かつ十分に理解している。 

・教科書記載の資料及びその他の資料

から，必要な情報を包括的に収集し，

適切に読み取り，効果的にまとめて

いる。 

・公共的な空間における基本的原理の

意義にかかわる適切な理解をもと

に，それらを実現する上での課題に

ついて多面的・多角的に考察を深め

ている。 

・思考・判断したことを的確に発表し

たり説明・論述したりしている。 

・公共的な空間における基本的原理の

意義とそれらを実現する上での課題

を主体的に捉え，粘り強く取り組ん

で深く追究しようとしている。 

・学習を通して新たな認識を得て考え

を深めており，そのことを自らふり

返ることができている。 

Ｂ 

（概ね満足できる） 

・公共的な空間における基本的原理で

ある民主主義，法の支配と立憲主義，

人間の尊厳と平等などの意義につい

て，重要なキーワードの多くを理解

している。 

・教科書記載の資料及びその他の資料

から，必要な情報の大半を適切に収

集し，読み取り，まとめている。 

・公共的な空間における基本的原理の

意義にかかわる適切な理解をもと

に，それらを実現する上での課題に

ついて何らかの適切な視点から考察

している。 

・思考・判断したことを発表したり説

明・論述したりして形にしている。 

・公共的な空間における基本的原理の

意義とそれらを実現する上での課題

を主体的に捉え，一定の見解に到達

しようとしている。 

・学習をふり返って，感想などを文章

としてまとめている。 

Ｃ 

（支援が必要） 

・公共的な空間における基本的原理で

ある民主主義，法の支配と立憲主義，

人間の尊厳と平等などの意義につい

て，基本的な理解が不十分である。 

・教科書記載の資料及びその他の資料

を適切に活用することができていな

い。 

・学習した知識内容の理解をもとにし

て考察することができていない。 

・思考・判断したことを発表や文章の

形にすることができていない。 

・公共的な空間における基本的原理の

意義とそれらを実現する上での課題

を主体的に捉えることができていな

い。 

・ふり返りの文章を書くことができな

い。 

 

 

 

 

 

 

ルーブリック 



令和５年度北稜シラバス　　　　
科目 単位 学年・コース 担当

地理総合 2 第1学年・全コース 松原・大島

高等学校 新地理総合（帝国書院）

新詳高等地図（帝国書院）
副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従って

①～③の観点ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能

理解しているか、習得すべき技能を身に付けているか

を評価します。

②思考・判断・表現

必要となる思考力・判断力・表現力等を身に付けているか

を評価します。

③主体的に学習に取り組む態度

自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を評価します。

４．担当者からのメッセージ

ノートを写す事で満足せず、講義内容をメモするようにしましょう。授業は黒板よりもパワーポイント、Google Earth、映像等を使用する

ため、集中を欠くと次の話題に移ってしまうので注意してください。家庭では学習内容について教科書を用いて復習をするとともに、世界

を話題にしたテレビ番組を視聴し、ネットニュースもこまめにチェックしてください。通年で身近な地域・世界の諸地域における課題解決の

ための探究的活動を行うので、1年を通じて自分が探究したいテーマについて調べておいてください。

教科
地歴

公民科

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に

立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要

な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

教科書

「地理総合」は今年度より新しくできた科目です。最低限覚えることはありますが、暗記中心ではなく、考えて表現することを重視します。

地球上で見られる地理的事象が「なぜそうなのか？」、「なぜそこにあるのか？」という思考が必要であり、その考えを適切な地図、図表

類等を使って説明（表現）することが求められます。日頃から世界や身近な地域の出来事に関心を持ち、常に「はてな？」の気持ちを

持ちながら、自分なりの答えを追求できる姿勢を養ってください。

【予定】新詳地理資料 COMPLETE 2023（Web版）

＊iPadが来てから対応

観点

  各単元において習得すべき知識や重要な概念等を

  各単元の知識・技能を活用して課題解決するために

  各単元が対象としている学習内容に関心をもち、

評価のポイント

①世界の生活文化の多様性や、防災、地域や地球的課題への理

解。

②地図や地理情報システムなどを用い、地理的な情報を調べまとめる

技能。

　・情報を収集する技能：課題の解決に向けて有用な情報を適切に

収集する技能を高める。

　・情報を読み取る技能：社会的事象を位置や空間的な広がりなど

を考慮して地図上で捉えることができる。

　・情報をまとめる技能：地理情報を地図にまとめて、用途に適した主

題図を作成することができる。

①地理的事象を多面的・多角的に考察する力。

②地理的な課題の解決に向けて構想する力。

③考察、構想したことを地図や図表類を用いて説明したり議論したり

する力。

①地理的な課題を主体的に追究、解決しようとする態度。

②日本に居住する個としての自覚。

③日本の国土に対する愛情と。

④世界の多様な生活文化を尊重することの大切さについての自覚。



学期 学習内容 学習のねらい（ポイント・評価基準） 学習活動

1

国際理解と国際協力

　生活文化の多様性と国際理解

【知識・技能】

・世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文

化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えたりして

多様性をもつことや，地理的環境の変化によって変容する

ことなどについて理解している。

・世界の人々の特色ある生活文化を基に，自他の文化を

尊重し国際理解を図ることの重要性などについて理解して

いる。

【思考・判断・表現】

・世界の人々の生活文化について，その生活文化がみら

れる場所の特徴や自然及び社会的条件との関わりなどに

着目して，主題を設定し，多様性や変容の要因などを多

面的・多角的に考察・表現をしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・生活文化の多様性と国際理解について，よりよい社会の

実現を視野にそこでみられる課題を主体的に探究して解

決しようとしている。

講義

演習

定期考査

レポート

1

地図でとらえる現代世界

　地図と地理情報システム

【知識・技能】

・日常生活の中でみられるさまざまな地図の読図などを基

に，地図や地理情報システムの役割や有用性などについ

て理解している。

・現代世界のさまざまな地理情報について，地図や地理

情報システムなどを用いて，その情報を収集し，読み取

り，まとめる基礎的・基本的な技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】

・地図や地理情報システムについて，位置や範囲，縮尺

などに着目して，目的や用途，内容，適切な活用の仕

方などを多面的・多角的に考察・表現をしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・地図や地理情報システムについて，よりよい社会の実現

を視野にそこでみられる課題を主体的に探究して解決しよ

うとしている。

講義

演習

定期考査

レポート

2

　結び付きを深める現代世界

【知識・技能】

・現代世界の地域構成を示したさまざまな地図の読図など

を基に，方位や時差，日本の位置と領域，国内や国家

間の結び付きについて理解している。

【思考・判断・表現】

現代世界の地域構成について，位置や範囲などに着目し

て，主題を設定し，世界的視野から見た日本の位置，

国内や国家間の結び付きなどを多面的・多角的に考察・

表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

現代世界の地域構成について，よりよい社会の実現を視

野にそこでみられる課題を主体的に探究して解決しようとし

ている。

講義

演習

定期考査

レポート

１年生　地理総合　年間学習計画

環境

国際

表現

国際



　地球的課題と国際協力

【知識・技能】

・世界各地でみられる地球環境問題，資源・エネルギー

問題，人口・食料問題及び居住・都市問題などを基に，

地球的課題の各地で共通する傾向性や課題相互の関連

性などについて大観し理解している。

・世界各地でみられる地球環境問題，資源・エネルギー

問題，人口・食料問題及び居住・都市問題などを基に，

地球的課題の解決には持続可能な社会の実現を目指し

た各国の取り組みや国際協力が必要であることなどについ

て理解している。

【思考・判断・表現】

・世界各地でみられる地球環境問題，資源・エネルギー

問題，人口・食料問題及び居住・都市問題などの地球

的課題について，地域の結び付きや持続可能な社会づく

りなどに着目して，主題を設定し，現状や要因，解決の

方向性などを多面的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

・地球的課題と国際協力について，よりよい社会の実現を

講義

演習

定期考査

レポート

3

持続可能な地域づくりと私たち

　自然環境と防災

【知識・技能】

・我が国をはじめ世界でみられる自然災害や生徒の生活

圏でみられる自然災害を基に，地域の自然環境の特色と

自然災害への備えや対応との関わりとともに，自然災害の

規模や頻度，地域性を踏まえた備えや対応の重要性を

理解している。

・さまざまな自然災害に対応したハザードマップや新旧地形

図をはじめとする各種の地理情報について，その情報を収

集し，読み取り，まとめる地理的技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】

・地域性を踏まえた防災について，自然及び社会的条件

との関わり，地域の共通点や差異，持続可能な地域づく

りなどに着目して，主題を設定し，自然災害への備えや

対応などを多面的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

自然環境と防災について，よりよい社会の実現を視野にそ

こでみられる課題を主体的に探究して解決しようとしてい

る。

講義

演習

定期考査

レポート

通年

生活圏の調査と地域の展望

（通年ミッション・探究活動）

【知識・技能】

・活圏の調査を基に，地理的な課題の解決に向けた取り

組みや探究する手法などについて理解している。

【思考・判断・表現】

・生活圏の地理的な課題について，生活圏内や生活圏

外との結び付き，地域の成り立ちや変容，持続可能な地

域づくりなどに着目して，主題を設定し，課題解決に求め

られる取り組みなどを多面的・多角的に考察・構想し，表

現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

・生活圏の調査と地域の展望について，よりよい社会の実

現を視野にそこでみられる課題を主体的に探究して解決し

ようとしている。

調査活動

レポート

＊小単元ごとのルーブリックは別紙参照

環境

国際

表現

国際



令和５年度北稜シラバス　　　　
科目 単位 学年・コース 担当

数学Ⅰ・A 3+2 1年スタンダードコース
安藤・角谷・嶋

崎・髙田

高等学校　数学Ⅰ(数研出版 )
高等学校　数学A(数研出版 )

副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従って

①～③の観点ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能

理解しているか、習得すべき技能を身に付けているか

を評価します。

②思考・判断・表現

必要となる思考力・判断力・表現力等を身に付けているか

を評価します。

③主体的に学習に取り組む態度

自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を評価します。

４．担当者からのメッセージ

  よく、「数学なんてできなくても生きていけるわ」という言葉を聞きます。確かに、できなくても生きていけ
るかもしれません。でも、「論理的に考え、それを相手に伝える」という能力を持っていると、もっと生きや
すくなります。数学は、その『論理的に考え、それを相手に伝える』能力を付けるのにはもってこいの教科
です。自分が得た知識を組み立て、答えを導く、そんな練習の場だと思ってもらえると幸いです。

教科

数学

数と式、集合と命題、図形と計量、二次関数、データの分析、場合の数と確率、図形の性質について理
解し、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認
識し、それらを積極的に活用する態度を育てる。

教科書

予習：覚えるべき定義・定理・公式などをまとめる
復習：授業で学習した内容の定着を図る。そのために、教科書傍用傍用問題集に取り組む。
考査対策：傍用問題集を用いて、普段の学習内容の復習、および発展的な内容の問題に取り組む。

REPEAT数学Ⅰ＋A　( 数研出版 )

観点

  各教科目において習得すべき知識や重要な概念等を

  各教科目の知識・技能を活用して課題解決するために

  各教科目が対象としている学習内容に関心をもち、

評価のポイント
・定期考査
　　定義・定理・公式等を使えるかどうかで評価します。

・小テスト
　　定義・定理・公式等を使えるかどうかで評価します。

・定期考査
　　問題の意味を理解し、定義等をどのように使って答えを
　導くことができたかを評価します。

・小テスト
　　問題の意味を理解し、定義等をどのように使って答えを
　導くことができたかを評価します。

・探究課題
　　与えられた課題に対して、数学を用いて表現する力を
　評価します。

・振り返りシート
　　自分の学習に対する姿勢を誠実に振り返ることができる
　かを評価します。

・週末課題（ノート）等
　　自分の理解状況に応じて、問題集に取り組み解き直しを
　するなど、前向きに取り組む姿勢を評価します。



学期 学習内容
レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

【数学Ⅰ】

多項式の加法と減法

□単項式や多項式、
次数などの用語の意
味を理解できる。

□降べきの順などの
指数による整式の整
理ができる。

□整式の加法と減法
の計算ができる。

□特定の文字に着目
し、整式の整理や加
法、減法の計算がで
きる。

多項式の乗法

□展開の意味を理解
できる。

□指数法則、分配法
則を理解できる。

□展開の公式を用い
て、整式の積を展開で
きる。

□複雑な式の展開
を、工夫して計算しや
すくできる。

□３次の展開公式を
活用できる。

因数分解

□因数分解の意味を
理解できる。

□共通因数でくくるこ
とができる。
□中学で学んだ因数
分解の公式を利用で
きる。

□たすき掛けを用い
て因数分解を行うこと
ができる。

□複雑な式の因数分
解を、工夫して行うこ
とができる。

□３次の因数分解の
公式を活用できる。

実数

□有理数や実数など
の用語の意味を理解
できる。

□さまざまな数の範
囲での四則計算につ
いて理解できる。

□絶対値を数直線を
用いて理解できる。
□有理数のみの絶対
値の値を求めることが
できる。

□無理数を含む絶対
値の値を求めることが
できる。

□場合分けを用いて
絶対値の値を求める
ことができる。

根号を含む式の計算

□平方根の意味を理
解し、根号の記号を利
用できる。

□根号の性質を理解
し、根号を含む式の計
算ができる。

□分母の有理化を行
うことができる。

□根号を含む数の整
数部分小数部分を求
めうことができ、さまざ
まな計算に利用でき
る。

不等式の性質
１次不等式

□和と差に関する不
等式の性質が理解で
きる。

□積と商に関する不
等式の性質を理解で
きる。

□不等式の性質を利
用して、１次不等式を
解くことができる。

□連立不等式を解くこ
とができる。

□不等式を用いた文
章題を解くことができ
る。

絶対値を含む方程式・不等
式

□絶対値を含む方程
式を解くことができる。

□絶対値を含む不等
式を解くことができる。

□場合分けを用いて、
絶対値を吹く方程式・
不等式を解くことがで
きる。

関数とグラフ

□1次関数y＝ax＋b
(a , bは定数)のグラフ
をかくことができる。

□2つの数量の関係を
式で表現できる。

□y ＝f(x) や f(a)の表
記を理解しており、用
いることができる。

□1次関数のグラフが
かけて、値域、関数の
最大値・最小値が求
められる。

□座標平面上の点と
象限について理解を
深めようとする。

2次関数のグラフ

□2次関数y＝ax2 の
形や軸、頂点につい
て理解している。

□y＝ax2＋q、y＝(x－

p)２ 、y＝(x－p)２＋qな
どの表記について、グ
ラフの平行移動ととも
に理解している。

□平方完成を利用し

て2次関数y＝ax2＋bx
＋cのグラフの軸と頂
点を調べ、グラフをか
くことができる。

□グラフの平行移動
が、x軸方向、y軸方向
の用語を用いて表現
できる。

□グラフの平行移動
や対象移動の一般公
式を積極的に利用し
ようとする。

中間考査（80分）

2次関数の最大・最小

□2次関数が最大値
または最小値をもつこ
とを理解している。

□y＝ax2＋bx＋c を

y＝a(x－p)2＋q の形
にして、最大値・最小
値を求めることができ
る。

□2次関数の定義域
に制限がある場合
に、最大値・最小値が
求められる。

□2次関数の定義域
に制限があり、関数の
式に文字定数が含ま
れている場合の、最
大値・最小値が求めら
れる。

□最大・最小の応用
問題に2次関数を利用
できる。
□最大・最小の応用
問題において、計算を
容易にするような変数
設定ができる。

2次関数の決定

□放物線の頂点や軸
の条件が与えられて
いるとき、基本形y＝

a(x－p)2＋qを用いて
関数を決定することが
できる。

□連立3元１次方程式
の解き方を理解し、異
なる3点を通る放物線
を一般形

y＝ax2＋bx＋cを用い
て関数を決定すること
ができる。

□放物線とx軸との２
交点が与えられてい
るとき、分解形y＝
a(x-α)(x-β)を用いて
関数を決定することが
できる。

□平方完成や平行移
動など、既習の内容と
複合させた問題を解く
ことができる(1)。

□平方完成や平行移
動など、既習の内容と
複合させた問題を解く
ことができる(2)。

2次方程式

□2次方程式の解き
方として、因数分解利
用、解の公式利用を
理解している。

□2次方程式がどんな
場合でも解ける。

□２次方程式の解の
考察において、

判別式D＝ｂ２－４ａｃ
の符号と実数解の関
係を理解し、利用する
ことができる。

□2次方程式が実数
解や重解をもつため
の条件を式で示すこと
ができる。

□2つの2次方程式の
共通解を求めることが
できる。

2次関数のグラフと
ｘ軸の位置関係

□2次関数のグラフとx
軸の共有点の座標が
求められる。

□2次関数のグラフとx
軸の共有点の個数を
求めることができる。

□2次関数のグラフとx
軸の共有点の個数や

位置関係をD＝b2ー
4acの符号から考察す
ることができる。

□放物線と直線が接
するとき、連立方程式
は重解をもつことを理
解し、接線の方程式を
求めらることができ
る。

□2次式が常に正(常
に負)となる必要十分
条件をグラフから理解
し、求めることができ
る。

2次不等式

□1次関数のグラフと
1次不等式の関係か
ら、2次不等式の場合
を考えようとする。

□2次不等式を解くこ
とができる。

□2次の連立不等式
を解くことができる。

□2次不等式を利用す
る応用問題(文章題)を
解くことができる。

□2次関数のグラフが
x軸の正の部分と異な
る2点で交わるための
必要十分条件を求め
ることができる。

期末考査（80分）

年間学習計画（数学科バージョン）
到達目標

学習活動
到達レベル

・小テスト
・課題（ノート）提出
・課題発表
・グループ学習　な
ど
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【数学Ⅰ】

集合

□集合の用語が理解
できる。

□集合を｛｝を用いて
表すことができる。

□記号を用いて集合
を表すことができる。

□３つの集合に対し
て、共通部分や和集
合などの要素を求め
ることができる。

命題と条件
□命題や真、偽、条件
などの用語を理解で
きる。

□命題を集合を用い
て捉えることができ
る。

□命題の真、偽の判
定ができる。

□必要条件と十分条
件の判定ができる。

命題と証明
□逆・対偶・裏の用語
を理解できる。

□命題から逆・対偶・
裏を述べることができ
る。

□対偶を用いて証明
できる。

□背理法を用いて証
明できる。

【数学A】

集合の要素の個数

□和集合や補集合に
ついて理解し，その要
素の個数を求めること
ができる。

□ベン図を利用して
集合を図示すること
で，要素の個数を考
察することができる。

□和集合，補集合の
要素の個数の公式を
利用して和集合や補
集合の要素の個数を
求めることができる。

□和集合，補集合の
要素の個数の公式を
利用して倍数に関す
る問題が解ける。

□方程式が必要な問
題や応用問題が解け
る。

場合の数
□樹形図，和の法則，
積の法則を理解して
いる。

□樹形図，和の法則，
積の法則の利用場面
を判断できる。

□樹形図，和の法則，
積の法則を用いる基
本問題が解ける。

□約数の個数を求め
ることができる。

□樹形図を用いる応
用問題が解ける。

順列

□順列の総数，階乗
を記号で表し，それを
活用できる。

□順列，円順列，重複
順列の公式を理解で
きる。

□場合の数を，順列，
円順列，重複順列に
帰着させて求めること
ができる。

□条件が付く順列，円
順列を，見方を変えた
り別なものに対応させ
て処理することができ
る。

□場合分けが必要な
問題や応用問題が解
ける。

組み合わせ

□順列の総数をもと
にして，組合せの総数
を考察することができ
る。

□組合せの総数を記
号で表し，それを活用
できる。

□条件が付く組合せ
を，処理することがで
きる。組み分けや同じ
ものを含む順列の総
数を求めることができ
る。

□組分けの総数や同
じものを含む順列の
意味が理解でき、そ
れを求めることができ
る。

□補集合や一般的な
和の法則が必要な問
題、応用問題が解け
る。

中間考査（８０分）

事象と確率

□試行の結果を集合
と結びつけて，事柄の
起こりやすさを数量的
にとらえることができ
る。

□確率の定義が理解
でき，数え上げで処理
できる問題が解ける。

□順列，組み合わせ
を用いて確率の基本
問題が解ける。

□条件が付く確率を，
見方を変えたり別なも
のに対応させたりして
求めることができる。

□確率から個数を求
める問題や道順の確
率等の応用問題が解
ける。

確率の基本性質

□積事象，和事象の
定義を理解している。

□集合の性質を用い
て，確率の性質を一
般的に考察すること
ができる。

□排反事象，余事象
の確率を用いる基本
問題が解ける。

□一般の和事象の確
率の公式が理解で
き、正しく用いることが
できる。

□確率の計算に集合
を活用し，複雑な事象
の確率も求めることが
できる。

独立な試行と確率

□独立な試行の確率
を，具体的な例から直
観的に考えることがで
きる。

□独立な試行の確率
を，公式を用いて求め
ることができる。

□独立試行の確率
を，余事象の確率や
加法定理などを用い
て求めることができ
る。

□反復試行の確率
を，公式を用いて求め
ることができる。

□酔歩，樹形図が必
要な問題等の応用問
題が解ける。

条件付き確率

□条件付き確率の定
義が理解できる。

□条件付き確率の基
本計算ができる。

□確率の乗法定理を
用いて2つの事象がと
もに起こる確率を求め
ることができる。

□場合分けが必要な
条件付き確率を求め
ることができる。

□原因の確率等の応
用問題が解ける。

期待値

□期待値の定義が理
解できる。

□期待値の基本計算
ができる。

□期待値の考え方を
用いて，結果が不確
実な状況下において，
どの選択が有利かを
判断できる。

□期待値の考え方を
用いて，事象が複雑
な状況下において，ど
の選択が有利かを判
断できる。

・小テスト
・課題（ノート）提出
・課題発表
・グループ学習　な
ど

・小テスト
・課題（ノート）提出
・課題発表
・グループ学習　な
ど
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【数学Ⅰ】

三角比

□正弦、余弦、正接が
何かわかる。
□三角比の表から
様々な角度の三角比
を求めることができ
る。

□30°45°60°の直
角三角形の辺の比が
わかるとともにその三
角比を求めることがで
きる。

□三平方の定理を利
用して三角比を求め
ることができる。
□三角比と三角比の
表を利用して角の大
きさや辺の長さを求め
ることができる。

□問題文を読んで求
めるものを図示し、そ
の図の中から直角三
角形を探し出し、三角
比を利用して必要なも
のを求めることができ
る。

三角比の相互関係

□三角比の相互関係
の式を知っている。

□三角比の相互関係
の式を利用して、１つ
三角比を与えられたと
きに残りの２つの三角
比を求めることができ
る。（鋭角の場合）

□三角比の相互関係
の式が三平方の定理
等から成り立つことを
知っている。

□三角比の相互関係
の式や三平方の定理
を利用して、１つ三角
比を与えられたときに
残りの２つの三角比を
求めることができる。
（鋭角の場合）

三角比の拡張

□鈍角の有名角の三
角比について、座標を
用いた三角比の定義
で理解することができ
る。

□0°≦θ≦180°の
三角比について、そ
のとりうる値の範囲に
ついて理解している。
□0°≦θ≦180°の
有名角の三角比を表
でまとめることができ
る。

□180°ーθ、90°ー
θの三角比の関係式
を理解し、鈍角の三角
比を三角比の表から
読みとることができ
る。
□比の値や角の条件
に気を付けて、１つ三
角比を与えられたとき
に残りの２つの三角
比を求めることができ
る。

□三角比を含む基本
的な等式・不等式を解
くことができる。
□直線の傾きと正接
の関係を理解し、x軸
とのなす角を求めるこ
とができる。

正弦定理

□正弦定理の公式を
理解している。

□どのようなときに正
弦定理を利用しすれ
ばよいか一般的な条
件を理解している。

□正弦定理を利用す
べきところで利用し、
式をたてて計算するこ
とができる。

□一般的な条件以外
でも正弦定理を利用
すべきところで利用
し、式をたてて計算す
ることができる。

余弦定理

□余弦定理の公式を
理解している。

□どのようなときに余
弦定理を利用しすれ
ばよいか一般的な条
件を理解している。

□余弦定理を利用す
べきところで利用し、
式をたてて計算するこ
とができる。
□三角形の３辺より鋭
角、直角、鈍角の判定
をすることができる。

□一般的な条件以外
でも余弦定理を利用
すべきところで利用
し、式をたてて計算す
ることができる。
□三角形の中線の長
さを求めることができ
る。

正弦定理と余弦定理の応用

□問題文から与えら
れた情報をすべて図
示し、求めるものが何
かを把握できる。

□求めたいものはど
のような定理を利用す
れば求めることができ
るかを考え、実際式を
たてて求めることがで
きる。

□三角形の辺と角の
決定の様々なパター
ンを解くことができる。

□三角形の３辺の比
と正弦の比の関係に
ついて理解していると
ともに、三角形の性質
から最大角の余弦の
値を求めることができ
る。

三角形の面積

□三角形の面積の公
式を理解している。

□どのようなときに三
角形の面積の公式を
利用しすればよいか
一般的な条件を理解
し、実際に求めること
ができる。

□３辺がわかっている
ときの三角形の面積
の求め方を理解し、順
をおって求めることが
できる。

□三角形の内接円の
半径や円に内接する
四角形に関する問題
を解くことができる。

空間図形への応用

□問題文から空間図
形を描くことができる。

□着目する平面、定
理を考え、式をたてて
求めることができる。

□様々な立体の断面
積や長さを求めること
ができる。

□(正)四面体の体積
や立体の断面までお
ろした垂線の長さを求
めることができる。

期末考査
数学Ⅰ（50分）
数学A（50分）
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【数学A】

三角形の辺の比

□内分・外分の意味
を理解できる。

□内分点・外分点を
図示できる。

□角の二等分線の定
理を理解できる。

□角の二等分線の定
理を利用して線分の
長さを求めることがで
きる。

三角形の外心、内心、重心

□外心・内心・重心の
定義を理解できる。

□外心・重心・内心を
図示できる。

□外心・内心・重心の
性質を利用して角の
大きさや辺の長さを求
めることができる。

□内心・外心・重心の
性質を利用して、図形
の性質を証明すること
ができる。

チェバの定理・メネラウスの定理

□チェバの定理を用
いて、線分の長さの比
を求めることができ
る。

□メネラウスの定理を
用いて、線分の長さの
比を求めることができ
る。

□チェバの定理・メネ
ラウスの定理を理解
し、使い分けることが
できる。

□チェバの定理・メネ
ラウスの定理を用い
て、図形の面積比等
を求めることができ
る。

円に内接する四角形

□円に内接する四角
形の性質を理解でき
る。

□円周角の定理や円
に内接する四角形の
性質を用いて、単純な
図形の角の大きさを
求めることができる。

□円周角の定理や円
に内接する四角形の
性質を用いて、複雑に
入り組んだ図形の角
の大きさを求めること
ができる。

□円に内接する四角
形の性質を用いて、
図形の性質を証明す
ることができる。

円と直線
２つの円

□接線の長さの定理
や接線と弦の作る角
の定理や方べきの定
理を理解できる。

□接線の長さの定理
や接線と弦の作る角
の定理や方べきの定
理を用いて、単純な図
形の角の大きさや線
分の長さを求めること
ができる。

□接線の長さの定理
や接線と弦の作る角
の定理や方べきの定
理を用いて、複雑に入
り組んだ図形の角の
大きさや線分の長さを
求めることができる。

□接線の長さの定理
や接線と弦の作る角
の定理や方べきの定
理を用いて、図形の
性質を証明することが
できる。

作図
□作図の意味を理解
できる。

□定規とコンパスを用
いて平行な直線や垂
直な直線を図示でき
る。

□図形の性質を用い
て様々な長さの線分
を図示できる。

□様々な多角形を図
示できる。

空間図形

□空間における直線
や平面の位置関係を
理解できる。

□正多面体とは何か
を理解し、面や辺や頂
点の数を数えることが
できる。

□空間における直線
や平面の位置関係が
正しいかどうかを判断
できる。

□正多面体をもとにし
て、様々な多面体の
面や辺や頂点の位置
を数えたり、体積を求
めたりできる。

データの整理

□度数分布表やヒスト
グラムの意味を理解
することができる。

□データから度数分
布表やヒストグラムを
作ることができる。

□度数分布表やヒスト
グラムを読み取り、
データを分析し考察す
ることができる。

□度数分布表やヒスト
グラムから代表値な
どを求めることができ
る。

データの代表値

□データの代表値の
意味を理解することが
できる。

□データの代表値を
求めることができる。

□度数分布表やヒスト
グラムから代表値を
求めることができる。

□代表値の応用問題
を解くことができる。

データの散らばりと四分位数

□四分位数や四分位
範囲などの意味が理
解できる。

□四分位数や四分位
範囲などを求めること
ができる。

□箱ひげ図を理解し、
四分位数から箱ひげ
図を描くことができる。

□箱ひげ図を比較し
てデータの散らばりな
どを分析し考察するこ
とができる。

分散と標準偏差

□分散と標準偏差の
意味が理解できる。

□データの分散と標
準偏差を定義から求
めることができる。

□データの分散と標
準偏差を公式から求
めることができる。
□複数のデータを比
較して分析し考察する
ことができる。

□仮平均を理解して、
データの平均値や標
準偏差を求めることが
できる。

２つの変量の間の関係

□データの相関関係
を理解することができ
る。

□データの相関関係
と散布図の関係を理
解することができる。

□相関係数を理解し、
計算で求めることがで
きる。

□相関係数の値から2
つのデータの関係を
分析し考察することが
できる。

仮説検定の考え方

□仮説検定の考え方
を理解することができ
る。

□仮説検定の考え方
を用いて事象の判断
をすることができる。

□仮説検定と反復試
行の確率について考
察することができる。

数学Ⅰ・A合わせて
中間考査（50分）

3

・小テスト
・課題（ノート）提出
・課題発表
・グループ学習　な
ど



【数学Ⅱ】

多項式の乗法と因数分解

□３乗の展開公式や
を理解し、展開するこ
とができる。

□３乗の因数分解の
公式を理解し求めるこ
とができる。

□６次式の因数分解
ができる。

二項定理

□二項の式のn乗の
展開をしたときの係数
をCを用いて計算する
ことができる。

□二項定理を利用し

て、（a+b）n の展開が
できる。

□一般項を考えて、指
定された項の係数を
求めることができる。

□多項定理を活用で
きる。

多項式の割り算

□降べきの順になっ
た整式の割り算の筆
算をして商と余りを求
めることができる。

□やや複雑な整式の
割り算の筆算をして商
と余りを求めることが
できる。

□ある文字に着目し
て整式の割り算の筆
算ができる。

分数式の乗法・除法

□既約分数式と分数
式の意味がわかる。

□分数式の約分がで
きる。

□分数式の乗法・除
法の計算ができる。

分数式の加法・減法

□分数式の加法・減
法の計算ができる。
（通分が必要でないも
の）

□分数式の加法・減
法の計算ができる。
（通分が必要なもの）

恒等式

□恒等式と方程式の
違いが見分けることが
できる。

□恒等式の性質を利
用して、様々な文字係
数を求めることができ
る。

□恒等式の性質を利
用して、様々な文字係
数を求めることができ
る。（恒等式が分数式
を含むもの）

等式の証明

□左辺または右辺の
うち一方を変形して証
明する証明法を理解
し、利用できる。

□左辺、右辺の両方
を変形して証明する
証明法を理解し、利用
できる。

□条件付きの等式の
証明を理解し、利用で
きる。

不等式の証明

□実数の大小関係の
基本性質を理解す
る。

□両辺の差を利用し
て不等式の証明がで
きる。

□両辺の平方の差を
利用して不等式の証
明ができる。

□実数の平方の性質
を利用して不等式の
証明ができる。

相加平均と相乗平均

□相加平均、相乗平
均とそれらの大小関
係が理解できる。

□相加平均と相乗平
均の大小関係を利用
した不等式の証明が
できる。

学年末考査（50分）

3

・小テスト
・課題（ノート）提出

・課題発表
・グループ学習　な
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令和５年度北稜シラバス　　　　
科目 単位 学年・コース 担当

数学Ⅰ・A 3+2 1年アドバンスコース 土井・安藤・角谷

高等学校　数学Ⅰ(数研出版 )
高等学校　数学A(数研出版 )

副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従って

①～③の観点ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能

理解しているか、習得すべき技能を身に付けているか

を評価します。

②思考・判断・表現

必要となる思考力・判断力・表現力等を身に付けているか

を評価します。

③主体的に学習に取り組む態度

自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を評価します。

４．担当者からのメッセージ

  よく、「数学なんてできなくても生きていけるわ」という言葉を聞きます。確かに、できなくても生きていけ
るかもしれません。でも、「論理的に考え、それを相手に伝える」という能力を持っていると、もっと生きや
すくなります。数学は、その『論理的に考え、それを相手に伝える』能力を付けるのにはもってこいの教科
です。自分が得た知識を組み立て、答えを導く、そんな練習の場だと思ってもらえると幸いです。

教科

数学

数と式、集合と命題、図形と計量、二次関数、データの分析、場合の数と確率、図形の性質、について理
解し、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認
識し、それらを積極的に活用する態度を育てる。

教科書

予習：覚えるべき定義・定理・公式などをまとめる
復習：授業で学習した内容の定着を図る。そのために、教科書傍用傍用問題集に取り組む。
考査対策：傍用問題集を用いて、普段の学習内容の復習、および発展的な内容の問題に取り組む。

４プロセス数学Ⅰ＋A　( 数研出版 )
チャート式数学Ⅰ＋A　( 数研出版 )

観点

  各教科目において習得すべき知識や重要な概念等を

  各教科目の知識・技能を活用して課題解決するために

  各教科目が対象としている学習内容に関心をもち、

評価のポイント

・定期考査
　　定義・定理・公式等を使えるかどうかで評価します。

・小テスト
　　定義・定理・公式等を使えるかどうかで評価します。

・定期考査
　　問題の意味を理解し、定義等をどのように使って答えを
　導くことができたかを評価します。

・小テスト
　　問題の意味を理解し、定義等をどのように使って答えを
　導くことができたかを評価します。

・探究課題
　　与えられた課題に対して、数学を用いて表現する力を
　評価します。

・振り返りシート
　　自分の学習に対する姿勢を誠実に振り返ることができる
　かを評価します。

・週末課題（ノート）等
　　自分の理解状況に応じて、問題集に取り組み解き直しを
　するなど、前向きに取り組む姿勢を評価します。



学期 学習内容
レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

【数学Ⅰ】

多項式の加法と減法

□単項式や多項式、
次数などの用語の意
味を理解できる。

□降べきの順などの
指数による整式の整
理ができる。

□整式の加法と減法
の計算ができる。

□特定の文字に着目
し、整式の整理や加
法、減法の計算がで
きる。

多項式の乗法

□展開の意味を理解
できる。

□指数法則、分配法
則を理解できる。

□展開の公式を用い
て、整式の積を展開で
きる。

□複雑な式の展開
を、工夫して計算しや
すくできる。

□３次の展開公式を
活用できる。

因数分解

□因数分解の意味を
理解できる。

□共通因数でくくるこ
とができる。
□中学で学んだ因数
分解の公式を利用で
きる。

□たすき掛けを用い
て因数分解を行うこと
ができる。

□複雑な式の因数分
解を、工夫して行うこ
とができる。

□３次の因数分解の
公式を活用できる。

実数

□有理数や実数など
の用語の意味を理解
できる。

□さまざまな数の範
囲での四則計算につ
いて理解できる。

□絶対値を数直線を
用いて理解できる。
□有理数のみの絶対
値の値を求めることが
できる。

□無理数を含む絶対
値の値を求めることが
できる。

□場合分けを用いて
絶対値の値を求める
ことができる。

根号を含む式の計算

□平方根の意味を理
解し、根号の記号を利
用できる。

□根号の性質を理解
し、根号を含む式の計
算ができる。

□分母の有理化を行
うことができる。

□根号を含む数の整
数部分小数部分を求
めうことができ、さまざ
まな計算に利用でき
る。

不等式の性質
１次不等式

□和と差に関する不
等式の性質が理解で
きる。

□積と商に関する不
等式の性質を理解で
きる。

□不等式の性質を利
用して、１次不等式を
解くことができる。

□連立不等式を解くこ
とができる。

□不等式を用いた文
章題を解くことができ
る。

絶対値を含む方程式・不等
式

□絶対値を含む方程
式を解くことができる。

□絶対値を含む不等
式を解くことができる。

□場合分けを用いて、
絶対値を吹く方程式・
不等式を解くことがで
きる。

関数とグラフ

□1次関数y＝ax＋b
(a , bは定数)のグラフ
をかくことができる。

□2つの数量の関係を
式で表現できる。

□y ＝f(x) や f(a)の表
記を理解しており、用
いることができる。

□1次関数のグラフが
かけて、値域、関数の
最大値・最小値が求
められる。

□座標平面上の点と
象限について理解を
深めようとする。

2次関数のグラフ

□2次関数y＝ax2 の
形や軸、頂点につい
て理解している。

□y＝ax2＋q、y＝(x－

p)２ 、y＝(x－p)２＋qな
どの表記について、グ
ラフの平行移動ととも
に理解している。

□平方完成を利用し

て2次関数y＝ax2＋bx
＋cのグラフの軸と頂
点を調べ、グラフをか
くことができる。

□グラフの平行移動
が、x軸方向、y軸方向
の用語を用いて表現
できる。

□グラフの平行移動
や対象移動の一般公
式を積極的に利用し
ようとする。

中間考査（80分）

2次関数の最大・最小

□2次関数が最大値
または最小値をもつこ
とを理解している。

□y＝ax2＋bx＋c を

y＝a(x－p)2＋q の形
にして、最大値・最小
値を求めることができ
る。

□2次関数の定義域
に制限がある場合
に、最大値・最小値が
求められる。

□2次関数の定義域
に制限があり、関数の
式に文字定数が含ま
れている場合の、最
大値・最小値が求めら
れる。

□最大・最小の応用
問題に2次関数を利用
できる。
□最大・最小の応用
問題において、計算を
容易にするような変数
設定ができる。

2次関数の決定

□放物線の頂点や軸
の条件が与えられて
いるとき、基本形y＝

a(x－p)2＋qを用いて
関数を決定することが
できる。

□連立3元１次方程式
の解き方を理解し、異
なる3点を通る放物線
を一般形

y＝ax2＋bx＋cを用い
て関数を決定すること
ができる。

□放物線とx軸との２
交点が与えられてい
るとき、分解形y＝
a(x-α)(x-β)を用いて
関数を決定することが
できる。

□平方完成や平行移
動など、既習の内容と
複合させた問題を解く
ことができる(1)。

□平方完成や平行移
動など、既習の内容と
複合させた問題を解く
ことができる(2)。

2次方程式

□2次方程式の解き
方として、因数分解利
用、解の公式利用を
理解している。

□2次方程式がどんな
場合でも解ける。

□２次方程式の解の
考察において、

判別式D＝ｂ２－４ａｃ
の符号と実数解の関
係を理解し、利用する
ことができる。

□2次方程式が実数
解や重解をもつため
の条件を式で示すこと
ができる。

□2つの2次方程式の
共通解を求めることが
できる。

2次関数のグラフと
ｘ軸の位置関係

□2次関数のグラフとx
軸の共有点の座標が
求められる。

□2次関数のグラフとx
軸の共有点の個数を
求めることができる。

□2次関数のグラフとx
軸の共有点の個数や

位置関係をD＝b2ー
4acの符号から考察す
ることができる。

□放物線と直線が接
するとき、連立方程式
は重解をもつことを理
解し、接線の方程式を
求めらることができ
る。

□2次式が常に正(常
に負)となる必要十分
条件をグラフから理解
し、求めることができ
る。

2次不等式

□1次関数のグラフと
1次不等式の関係か
ら、2次不等式の場合
を考えようとする。

□2次不等式を解くこ
とができる。

□2次の連立不等式
を解くことができる。

□2次不等式を利用す
る応用問題(文章題)を
解くことができる。

□2次関数のグラフが
x軸の正の部分と異な
る2点で交わるための
必要十分条件を求め
ることができる。

期末考査（80分）

年間学習計画（数学科バージョン）
到達目標

学習活動
到達レベル

・小テスト
・課題（ノート）提出
・課題発表
・グループ学習　な
ど

1

・小テスト
・課題（ノート）提出
・課題発表
・グループ学習　な
ど



【数学Ⅰ】

集合

□集合の用語が理解
できる。

□集合を｛｝を用いて
表すことができる。

□記号を用いて集合
を表すことができる。

□３つの集合に対し
て、共通部分や和集
合などの要素を求め
ることができる。

命題と条件
□命題や真、偽、条件
などの用語を理解で
きる。

□命題を集合を用い
て捉えることができ
る。

□命題の真、偽の判
定ができる。

□必要条件と十分条
件の判定ができる。

命題と証明
□逆・対偶・裏の用語
を理解できる。

□命題から逆・対偶・
裏を述べることができ
る。

□対偶を用いて証明
できる。

□背理法を用いて証
明できる。

【数学A】

集合の要素の個数

□和集合や補集合に
ついて理解し，その要
素の個数を求めること
ができる。

□ベン図を利用して
集合を図示すること
で，要素の個数を考
察することができる。

□和集合，補集合の
要素の個数の公式を
利用して和集合や補
集合の要素の個数を
求めることができる。

□和集合，補集合の
要素の個数の公式を
利用して倍数に関す
る問題が解ける。

□方程式が必要な問
題や応用問題が解け
る。

場合の数
□樹形図，和の法則，
積の法則を理解して
いる。

□樹形図，和の法則，
積の法則の利用場面
を判断できる。

□樹形図，和の法則，
積の法則を用いる基
本問題が解ける。

□約数の個数を求め
ることができる。

□樹形図を用いる応
用問題が解ける。

順列

□順列の総数，階乗
を記号で表し，それを
活用できる。

□順列，円順列，重複
順列の公式を理解で
きる。

□場合の数を，順列，
円順列，重複順列に
帰着させて求めること
ができる。

□条件が付く順列，円
順列を，見方を変えた
り別なものに対応させ
て処理することができ
る。

□場合分けが必要な
問題や応用問題が解
ける。

組み合わせ

□順列の総数をもと
にして，組合せの総数
を考察することができ
る。

□組合せの総数を記
号で表し，それを活用
できる。

□条件が付く組合せ
を，処理することがで
きる。組み分けや同じ
ものを含む順列の総
数を求めることができ
る。

□組分けの総数や同
じものを含む順列の
意味が理解でき、そ
れを求めることができ
る。

□補集合や一般的な
和の法則が必要な問
題、応用問題が解け
る。

中間考査（８０分）

事象と確率

□試行の結果を集合
と結びつけて，事柄の
起こりやすさを数量的
にとらえることができ
る。

□確率の定義が理解
でき，数え上げで処理
できる問題が解ける。

□順列，組み合わせ
を用いて確率の基本
問題が解ける。

□条件が付く確率を，
見方を変えたり別なも
のに対応させたりして
求めることができる。

□確率から個数を求
める問題や道順の確
率等の応用問題が解
ける。

確率の基本性質

□積事象，和事象の
定義を理解している。

□集合の性質を用い
て，確率の性質を一
般的に考察すること
ができる。

□排反事象，余事象
の確率を用いる基本
問題が解ける。

□一般の和事象の確
率の公式が理解で
き、正しく用いることが
できる。

□確率の計算に集合
を活用し，複雑な事象
の確率も求めることが
できる。

独立な試行と確率

□独立な試行の確率
を，具体的な例から直
観的に考えることがで
きる。

□独立な試行の確率
を，公式を用いて求め
ることができる。

□独立試行の確率
を，余事象の確率や
加法定理などを用い
て求めることができ
る。

□反復試行の確率
を，公式を用いて求め
ることができる。

□酔歩，樹形図が必
要な問題等の応用問
題が解ける。

条件付き確率

□条件付き確率の定
義が理解できる。

□条件付き確率の基
本計算ができる。

□確率の乗法定理を
用いて2つの事象がと
もに起こる確率を求め
ることができる。

□場合分けが必要な
条件付き確率を求め
ることができる。

□原因の確率等の応
用問題が解ける。

期待値

□期待値の定義が理
解できる。

□期待値の基本計算
ができる。

□期待値の考え方を
用いて，結果が不確
実な状況下において，
どの選択が有利かを
判断できる。

□期待値の考え方を
用いて，事象が複雑
な状況下において，ど
の選択が有利かを判
断できる。

・小テスト
・課題（ノート）提出
・課題発表
・グループ学習　な
ど

・小テスト
・課題（ノート）提出
・課題発表
・グループ学習　な
ど

2



【数学Ⅰ】

三角比

□正弦、余弦、正接が
何かわかる。
□三角比の表から
様々な角度の三角比
を求めることができ
る。

□30°45°60°の直
角三角形の辺の比が
わかるとともにその三
角比を求めることがで
きる。

□三平方の定理を利
用して三角比を求め
ることができる。
□三角比と三角比の
表を利用して角の大
きさや辺の長さを求め
ることができる。

□問題文を読んで求
めるものを図示し、そ
の図の中から直角三
角形を探し出し、三角
比を利用して必要なも
のを求めることができ
る。

三角比の相互関係

□三角比の相互関係
の式を知っている。

□三角比の相互関係
の式を利用して、１つ
三角比を与えられたと
きに残りの２つの三角
比を求めることができ
る。（鋭角の場合）

□三角比の相互関係
の式が三平方の定理
等から成り立つことを
知っている。

□三角比の相互関係
の式や三平方の定理
を利用して、１つ三角
比を与えられたときに
残りの２つの三角比を
求めることができる。
（鋭角の場合）

三角比の拡張

□鈍角の有名角の三
角比について、座標を
用いた三角比の定義
で理解することができ
る。

□0°≦θ≦180°の
三角比について、そ
のとりうる値の範囲に
ついて理解している。
□0°≦θ≦180°の
有名角の三角比を表
でまとめることができ
る。

□180°ーθ、90°ー
θの三角比の関係式
を理解し、鈍角の三角
比を三角比の表から
読みとることができ
る。
□比の値や角の条件
に気を付けて、１つ三
角比を与えられたとき
に残りの２つの三角
比を求めることができ
る。

□三角比を含む基本
的な等式・不等式を解
くことができる。
□直線の傾きと正接
の関係を理解し、x軸
とのなす角を求めるこ
とができる。

正弦定理

□正弦定理の公式を
理解している。

□どのようなときに正
弦定理を利用しすれ
ばよいか一般的な条
件を理解している。

□正弦定理を利用す
べきところで利用し、
式をたてて計算するこ
とができる。

□一般的な条件以外
でも正弦定理を利用
すべきところで利用
し、式をたてて計算す
ることができる。

余弦定理

□余弦定理の公式を
理解している。

□どのようなときに余
弦定理を利用しすれ
ばよいか一般的な条
件を理解している。

□余弦定理を利用す
べきところで利用し、
式をたてて計算するこ
とができる。
□三角形の３辺より鋭
角、直角、鈍角の判定
をすることができる。

□一般的な条件以外
でも余弦定理を利用
すべきところで利用
し、式をたてて計算す
ることができる。
□三角形の中線の長
さを求めることができ
る。

正弦定理と余弦定理の応用

□問題文から与えら
れた情報をすべて図
示し、求めるものが何
かを把握できる。

□求めたいものはど
のような定理を利用す
れば求めることができ
るかを考え、実際式を
たてて求めることがで
きる。

□三角形の辺と角の
決定の様々なパター
ンを解くことができる。

□三角形の３辺の比
と正弦の比の関係に
ついて理解していると
ともに、三角形の性質
から最大角の余弦の
値を求めることができ
る。

三角形の面積

□三角形の面積の公
式を理解している。

□どのようなときに三
角形の面積の公式を
利用しすればよいか
一般的な条件を理解
し、実際に求めること
ができる。

□３辺がわかっている
ときの三角形の面積
の求め方を理解し、順
をおって求めることが
できる。

□三角形の内接円の
半径や円に内接する
四角形に関する問題
を解くことができる。

空間図形への応用

□問題文から空間図
形を描くことができる。

□着目する平面、定
理を考え、式をたてて
求めることができる。

□様々な立体の断面
積や長さを求めること
ができる。

□(正)四面体の体積
や立体の断面までお
ろした垂線の長さを求
めることができる。

期末考査
数学Ⅰ（50分）
数学A（50分）
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【数学A】

三角形の辺の比

□内分・外分の意味
を理解できる。

□内分点・外分点を
図示できる。

□角の二等分線の定
理を理解できる。

□角の二等分線の定
理を利用して線分の
長さを求めることがで
きる。

三角形の外心、内心、重心

□外心・内心・重心の
定義を理解できる。

□外心・重心・内心を
図示できる。

□外心・内心・重心の
性質を利用して角の
大きさや辺の長さを求
めることができる。

□内心・外心・重心の
性質を利用して、図形
の性質を証明すること
ができる。

チェバの定理・メネラウスの定理

□チェバの定理を用
いて、線分の長さの比
を求めることができ
る。

□メネラウスの定理を
用いて、線分の長さの
比を求めることができ
る。

□チェバの定理・メネ
ラウスの定理を理解
し、使い分けることが
できる。

□チェバの定理・メネ
ラウスの定理を用い
て、図形の面積比等
を求めることができ
る。

円に内接する四角形

□円に内接する四角
形の性質を理解でき
る。

□円周角の定理や円
に内接する四角形の
性質を用いて、単純な
図形の角の大きさを
求めることができる。

□円周角の定理や円
に内接する四角形の
性質を用いて、複雑に
入り組んだ図形の角
の大きさを求めること
ができる。

□円に内接する四角
形の性質を用いて、
図形の性質を証明す
ることができる。

円と直線
２つの円

□接線の長さの定理
や接線と弦の作る角
の定理や方べきの定
理を理解できる。

□接線の長さの定理
や接線と弦の作る角
の定理や方べきの定
理を用いて、単純な図
形の角の大きさや線
分の長さを求めること
ができる。

□接線の長さの定理
や接線と弦の作る角
の定理や方べきの定
理を用いて、複雑に入
り組んだ図形の角の
大きさや線分の長さを
求めることができる。

□接線の長さの定理
や接線と弦の作る角
の定理や方べきの定
理を用いて、図形の
性質を証明することが
できる。

作図
□作図の意味を理解
できる。

□定規とコンパスを用
いて平行な直線や垂
直な直線を図示でき
る。

□図形の性質を用い
て様々な長さの線分
を図示できる。

□様々な多角形を図
示できる。

空間図形

□空間における直線
や平面の位置関係を
理解できる。

□正多面体とは何か
を理解し、面や辺や頂
点の数を数えることが
できる。

□空間における直線
や平面の位置関係が
正しいかどうかを判断
できる。

□正多面体をもとにし
て、様々な多面体の
面や辺や頂点の位置
を数えたり、体積を求
めたりできる。

データの整理

□度数分布表やヒスト
グラムの意味を理解
することができる。

□データから度数分
布表やヒストグラムを
作ることができる。

□度数分布表やヒスト
グラムを読み取り、
データを分析し考察す
ることができる。

□度数分布表やヒスト
グラムから代表値な
どを求めることができ
る。

データの代表値

□データの代表値の
意味を理解することが
できる。

□データの代表値を
求めることができる。

□度数分布表やヒスト
グラムから代表値を
求めることができる。

□代表値の応用問題
を解くことができる。

データの散らばりと四分位数

□四分位数や四分位
範囲などの意味が理
解できる。

□四分位数や四分位
範囲などを求めること
ができる。

□箱ひげ図を理解し、
四分位数から箱ひげ
図を描くことができる。

□箱ひげ図を比較し
てデータの散らばりな
どを分析し考察するこ
とができる。

分散と標準偏差

□分散と標準偏差の
意味が理解できる。

□データの分散と標
準偏差を定義から求
めることができる。

□データの分散と標
準偏差を公式から求
めることができる。
□複数のデータを比
較して分析し考察する
ことができる。

□仮平均を理解して、
データの平均値や標
準偏差を求めることが
できる。

２つの変量の間の関係

□データの相関関係
を理解することができ
る。

□データの相関関係
と散布図の関係を理
解することができる。

□相関係数を理解し、
計算で求めることがで
きる。

□相関係数の値から2
つのデータの関係を
分析し考察することが
できる。

仮説検定の考え方

□仮説検定の考え方
を理解することができ
る。

□仮説検定の考え方
を用いて事象の判断
をすることができる。

□仮説検定と反復試
行の確率について考
察することができる。

数学Ⅰ・A合わせて
中間考査（50分）
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【数学Ⅱ】

多項式の乗法と因数分解

□３乗の展開公式や
を理解し、展開するこ
とができる。

□３乗の因数分解の
公式を理解し求めるこ
とができる。

□６次式の因数分解
ができる。

二項定理

□二項の式のn乗の
展開をしたときの係数
をCを用いて計算する
ことができる。

□二項定理を利用し

て、（a+b）n の展開が
できる。

□一般項を考えて、指
定された項の係数を
求めることができる。

□多項定理を活用で
きる。

多項式の割り算

□降べきの順になっ
た整式の割り算の筆
算をして商と余りを求
めることができる。

□やや複雑な整式の
割り算の筆算をして商
と余りを求めることが
できる。

□ある文字に着目し
て整式の割り算の筆
算ができる。

分数式の乗法・除法

□既約分数式と分数
式の意味がわかる。

□分数式の約分がで
きる。

□分数式の乗法・除
法の計算ができる。

分数式の加法・減法

□分数式の加法・減
法の計算ができる。
（通分が必要でないも
の）

□分数式の加法・減
法の計算ができる。
（通分が必要なもの）

恒等式

□恒等式と方程式の
違いが見分けることが
できる。

□恒等式の性質を利
用して、様々な文字係
数を求めることができ
る。

□恒等式の性質を利
用して、様々な文字係
数を求めることができ
る。（恒等式が分数式
を含むもの）

等式の証明

□左辺または右辺の
うち一方を変形して証
明する証明法を理解
し、利用できる。

□左辺、右辺の両方
を変形して証明する
証明法を理解し、利用
できる。

□条件付きの等式の
証明を理解し、利用で
きる。

不等式の証明

□実数の大小関係の
基本性質を理解す
る。

□両辺の差を利用し
て不等式の証明がで
きる。

□両辺の平方の差を
利用して不等式の証
明ができる。

□実数の平方の性質
を利用して不等式の
証明ができる。

相加平均と相乗平均

□相加平均、相乗平
均とそれらの大小関
係が理解できる。

□相加平均と相乗平
均の大小関係を利用
した不等式の証明が
できる。

学年末考査（50分）
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令和５年度　北稜シラバス　　　　

科目 単位 学年・コース 担当

化学基礎 2 １年スタンダード、アドバンス 荻原・中野・原田

啓林館　化学基礎　i版 副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従って

評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能

②思考・判断・表現

③主体的に学習に取り組む態度

４．担当者からのメッセージ

１　日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味をもち，その法則性について考える態度をもつこと。
２　疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。
３　学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。

  各教科目が対象としている学習内容に関心を
もち、自ら課題に取り組もうとする意欲や態度
を評価します。

教科

理科

　日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，目的意識を持って観察，実験
などを行い，化学的に探究する能力と態度を身につけるとともに，化学の基本的な概念や原理・法則を理
解し，科学的な見方や考え方を養う。

教科書

　復習に力を注ぎましょう。まずは、授業のノート(プリント）を見直し、理解することに努めましょう。その上
で、覚えておかなければならない基礎的な事項は必ず覚えてください。さらに、教科書および問題集の練
習問題を解きながら、基礎的な学力を身につけましょう。考査問題には、問題集からも出題します。また将
来、大学受験を考えている人は、応用問題にもチャレンジしましょう。

観点 評価のポイント

インプレス化学基礎ノート（浜島書店）

・定期考査、小テスト
　学習した内容が正確に理解されているか。
　答えを導き出す過程が記されているか。
・観察・実験の技能
　実験器具等を正しく操作しているか。
・ノート、課題、レポート等の提出状況
　授業内容および課せられた課題を適切にまとめているか。

・レポート内容
　結果のみでなく、考察がされているか。
・観察・実験の表現、発表等
　予想や考察内容が具体的に表現されているか。

・授業への出席状況、受講態度
　授業に集中し、意欲的に取り組んでいるか。
　自分で工夫してノート等への記入を行っているか。
・ノート、課題、レポート等の提出状況
　提出期限を守って、提出されているか。

  各教科目において習得すべき知識や重要な
概念等を理解しているか、習得すべき技能を身
に付けているかを評価します。

  各教科目の知識・技能を活用して課題解決す
るために必要となる思考力・判断力・表現力等
を身に付けているかを評価します。



学期 学習内容 学習のねらい（ポイント） 学習活動 自己評価

1 序章 化学と人間生活
第１部 物質の構成
第１章 物質の構成
　第１節 純物質と混合物 ・物質は純物質と混合物とに分類で

きることを理解する。 　【　　　　　】

・混合物から純物質を得る分離・精
製には種々の方法があり，実験を通
してその操作法を体得する。 プリント提出

　【　　　　　】

　第２節 物質とその成分 ・物質を構成する元素の種類によっ
て，単体や化合物が存在し，同じ元
素からなる単体には性質が異なる同
素体をもつものがあることも理解す
る。成分元素の検出方法も学ぶ。

実験：赤ワインの
蒸留・レポート作
成　　　小テスト 　【　　　　　】

　第３節 粒子の熱運動と物
質の三態

・物質には固体・液体・気体の３つ
の状態があることを確認し，相互の
変化には熱の出入りによる分子の熱
運動がもとになっていることを理解
する。

　【　　　　　】

・熱運動が停止する温度を０とす
る，絶対温度の定義も学ぶ。

ノート・問題集提出
　【　　　　　】

第２章 物質の構成粒子
　第１節 原子の構造と電子
配置

・原子の構造を理解し，その構成粒
子の違いにより同位体が存在するこ
とを理解する。

　【　　　　　】

・原子の電子配置とそれに基づく価
電子の意味を理解する。また，化学
結合の基礎となる希ガスの電子配置
を理解する。 プリント提出

　【　　　　　】

　第２節 イオン ・イオンは希ガスと同じ電子配置を
とって安定化していることを理解す
るとともに，多原子イオンの種類や
化学式の表しかたを学ぶ。

小テスト

　【　　　　　】

・原子のイオン化エネルギーと電子
親和力を理解する。 　【　　　　　】

　第３節 元素の周期表 ・元素の性質から考え出された周期
律と，それを一覧にした周期表の特
徴を理解する。とくに，価電子の数
やイオン化エネルギーの周期的変化
に注目する。

ノート・問題集提
出
期末考査

　【　　　　　】

・周期表上での元素の分類や同族元
素の名称，周期表上における元素の
陽性や陰性の傾向について学ぶ。

環境調査（水質及
び大気）
レポート作成

　【　　　　　】

2 第３章 化学結合
　第１節 イオン結合 ・原子や原子団がどのようにして電

気を帯びるか，さらにその粒子がど
のような力によって結合するかを学
ぶ。

　【　　　　　】

・イオンからなる物質の種類や表し
方・特徴的な性質を理解する。

小テスト
　【　　　　　】

　第２節 共有結合 ・原子が価電子を共有するという方
法で結びつくしくみを理解する。
・物質を表す方法として，分子式を
はじめ電子式や構造式を学ぶ。

プリント提出

　【　　　　　】

年間学習計画

・化学という科目の特徴を理解す
る。

表



学期 学習内容 学習のねらい（ポイント） 学習活動 自己評価
・電子を引きつける強さの尺度とも
いえる電気陰性度を理解し，共有結
合では，電気陰性度の違いにより電
子のかたよりを生じ，電気的に正の
部分と負の部分ができることを学
ぶ。 小テスト

　【　　　　　】

・分子の形によって極性が打ち消さ
れる分子と打ち消されない分子とが
存在することを学ぶ。共有結合の特
別な場合である配位結合について学
ぶ。

　【　　　　　】

　

・無数の原子が共有結合により結合
した物質である共有結合結晶につい
て，性質が大きく異なることを学
ぶ。

ノート・問題集提
出中間考査

　【　　　　　】

第３節 金属結合 ・金属の原子どうしでは，イオン結
合や共有結合とは異なったしくみで
結合することを理解する。

演示実験：液体窒
素　レポート作成

　【　　　　　】

第４節 物質の分類と融点 ・化学結合と物質の性質の関係を理
解する。 　【　　　　　】

第２部 物質の変化
第１章 物質量と化学反応式
　第１節 原子量・分子量・式
量

・原子量という概念によって異なる
元素の原子の質量が比較しやすくな
ることを理解する。それをもとに，
分子量や式量の定義を学ぶ

　【　　　　　】

　第２節 物質量(mol) ・微小な粒子を扱うには，ある一定
の量を考えて，それを単位として扱
うほうが便利であることを理解し，
物質量の概念を学ぶ。 小テスト

　【　　　　　】

・物質量は化学全体にわたって必須
の概念なので，演習などを通して数
値的な扱い方を体得する。また，気
体については物質量と体積も重要な
関係があるのであわせて理解する。

プリント提出 　【　　　　　】

・溶液の濃度について，パーセント
濃度やモル濃度の定義を学び，扱い
に慣れる。

ノート・問題集提
出期末考査

　【　　　　　】

3

　第３節 化学反応式と化学
変化

・化学変化を化学反応式やイオン反
応式で表すことを学び，それをもと
にして化学反応式が表す量的関係が
把握できるようになる。

小テスト

　【　　　　　】

第２章 酸と塩基
　第１節 酸と塩基 ・酸や塩基の定義について，アレー

ニウスとブレンステッドの2つの方法
を学び，酸・塩基の反応には水素イ
オンが寄与していることを理解す
る。

プリント提出 　【　　　　　】

・酸や塩基の価数，電離度による強
弱の分類法を理解する。 　【　　　　　】

　第２節 水の電離とpH ・水は一部が電離していること，水
溶液の酸性や塩基性の強さをpHによ
り表すことができることを理解す
る。

　【　　　　　】

　第３節 酸・塩基の中和と塩 ・酸と塩基が中和するときのしくみ
や量的関係を理解する。

ノート・問題集提
出学年末考査

　【　　　　　】

環

国



令和５年度北稜シラバス　　　

科目 単位 学年・コース 担当

生物基礎 2 １年全コース 濵名　中路

高等学校　生物基礎(数研出版) 副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従って

評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能 定期考査、レポート内容等

観察・実験の技能・表現

な技術の習得ができているか。

②思考・判断・表現 定期考査、レポート内容（考察）等

力・判断力・表現力などを身につけているか。

③主体的に学習に取り組む態度 授業への出席状況、受講態度、ノート・課題・レポート等の提出状況

つける過程において、粘り強く学習に取り組んでいるか、

自ら学習を調整しようとしているか。

４．担当者からのメッセージ

  「生物」は決して暗記科目ではありません。細胞と細胞のつながり、体内と体外、同じ種類の生きも
の、違う種類の生きもの、地球規模の環境など、大小さまざまな関係によってつくられている大きな世
界の物語を理解する学問です。その一つ一つを一緒に学んでいきましょう。

教科

理科

　生物や生命現象について関心を高め、理解を深めて、自分自身と自分自身がおかれている環境につ
いて主体的に考える態度を養うとともに、生物学上の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な
生命観を身に付けることができるようになる。

教科書

  まずは「何故だろう」という疑問から始まります。そして自分なりにその答を予想して調べ、正解に近づ
いていきましょう。毎回の授業を大切にし、授業内で疑問に思ったことがあれば、自分で調べたり、教科
担当や友人に聞いたりして解決につなげましょう。基礎力は、考査直前だけではなく、毎回の授業後に
問題演習に取り組むことで身に付きます。また予習、復習として教科書を音読することも効果的です。

観点 評価のポイント

新課程 リードＬｉｇｈｔノート 生物基礎(数研出版)

  知識の習得や知識の概念的な理解、実験操作の基本的

習得した「知識・技能」を活用して課題を解決できる思考

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身に



学期 学習項目・内容の要点 到達目標 学習活動 自己評価
1 序章

生物基礎を学ぶにあたって
探究活動のプロセス

□生物基礎で学習する内容の概
要を把握している
□学習を進めるうえで重要となる
探究のプロセスについて理解して
いる

顕微鏡観察の基本操作
ミクロメーターによる測定

【　　　　】

【　　　　】

【　　　　】
第1章　生物の特徴

1．生物の多様性と共通性
生物の多様性、生物の多
様性・共通性とその由来、
生物の共通性としての細胞

□生物は多様でありながら，共通
性をもっていることを理解している
□生物の共通性と多様性は，生
物の進化の結果であることを理
解している

さまざまな細胞の観察
原核細胞の観察
中間考査

【　　　　】

【　　　　】

2．エネルギーと代謝
生命活動とエネルギー、代
謝とエネルギー、ＡＴＰ

□生命活動にはエネルギーが必
要であることを理解している
□細胞の生命活動のエネルギー
はATPの形で供給されることを理
解している

1日の消費エネルギーの
算出

【　　　　】

【　　　　】

3．呼吸と光合成
呼吸、光合成、エネルギー
の流れ、酵素

□呼吸や光合成によってATPが
供給されることを理解している
□生命活動は化学反応であり，
酵素によって，生体内で必要な化
学反応が進行することを理解して

カタラーゼのはたらき 【　　　　】

【　　　　】

第2章　遺伝子とそのはたらき
1．遺伝情報とDNA
遺伝情報を含む物質-
DNA、DNAの構造

□DNAは2本のヌクレオチド鎖か
らなる二重らせん構造をしている
ことを理解している
□遺伝情報はDNAの塩基配列に
あることを理解している

DNAの抽出
DNA模型の作製

【　　　　】

【　　　　】

2．遺伝情報の複製と分配
遺伝情報の複製、遺伝情
報の分配

□DNAが，半保存的に複製され
ることを理解している
□細胞周期の進行に伴って，
DNAが正確に複製され，2つの細
胞に分配されることを理解してい

体細胞分裂の観察
ノート提出
期末考査

【　　　　】

【　　　　】

2

3．遺伝情報の発現
遺伝情報とタンパク質、タ
ンパク質の合成、分化した
細胞の遺伝子発現、遺伝
情報と遺伝子、ゲノム

□タンパク質のアミノ酸配列は，DNA
の塩基配列によって決まることを理
解している
□個体を構成する細胞は遺伝的に
同一であるが，細胞の機能に応じて
発現している遺伝子が異なることを

DNA模型を使った転写と
翻訳の理解

【　　　　】
　

【　　　　】

　年間学習計画



学期 学習項目・内容の要点 到達目標 学習活動 自己評価
第3章　ヒトの体内環境の維持

1．体内での情報伝達と調
節
体内での情報伝達、神経
系による情報の伝達と調
節、内分泌系による情報の
伝達と調節

□体内での情報伝達が，からだ
の状態の調節に関係していること
を理解している
□自律神経系と内分泌系による
情報伝達によって，からだの状態
の調節が行われることを理解して

運動によるからだの状態
の変化

ノート提出
中間考査

【　　　　】

【　　　　】

2

2．体内環境の維持のしく
み
体内環境の維持，血糖濃
度調節のしくみ，血液の循

□ホルモンと自律神経のはたらき
によって，体内環境が維持されて
いることを理解している

【　　　　】

3．免疫のはたらき
からだを守るしくみ-免疫，
自然免疫，適応免疫，免疫
と病気

□からだに，異物を排除する防御
機構が備わっていることを理解し
ている
□免疫と病気の関係や，免疫が
医療に応用されていることについ
て理解している

食作用の観察
期末考査

【　　　　】

【　　　　】

第4章　生物の多様性と生態系

3

1．植生と遷移
植生，植生の遷移

□植生の成りたちや相観につい
て理解している
□植生が時間の経過とともに移り
変わっていくことを理解している

身近な植生の調査 【　　　　】

【　　　　】

2．植生の分布とバイオー
ム
バイオームの成立，世界の
バイオーム，日本のバイ
オーム

□世界各地には，多様なバイ
オームが成立していることを理解
している
□気候条件によっては，遷移の
結果として森林のほかに草原や
荒原にもなることを理解している

身近な照葉樹と夏緑樹の
葉の比較

【　　　　】

【　　　　】

3．生態系と生物の多様性
生態系の成り立ち，生態系
と種多様性，生物どうしの
つながり

□生態系の成りたちを理解してい
る
□生物どうしの関係が種多様性
の維持にかかわっていることを理

土壌中の生物の調査 【　　　　】
【　　　　】

4．生態系のバランスと保
全
生態系のバランス，人間の
活動と生態系，生態系の保
全

□生態系がもつ復元力について
理解している
□人間活動が生態系に及ぼす影
響について理解している
□生態系の保全の重要性につい
て理解している

簡易水質調査キットを用
いた水質調査
大規模な開発について考
えよう
学年末考査

【　　　　】

【　　　　】

【　　　　】

年間学習計画



令和５年度北稜シラバス

科目 単位 学年・コース 担当

北稜探究Ⅰ 1 １年生全員

　青柳・小林・佐野
　柴田・本岡・中田
　荻原・坂田・中野
　濱名・福井

なし 副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

①知識・技能

②思考力・判断力・表現力

③主体的に学習に取り組む態度

４．担当者からのメッセージ

・グループワークの様子
・課題の提出状況
・レポート、自己評価等

第一学習社　小論文チャレンジノート

北稜高校は長年「国際教育」「環境教育」「表現活動」を教育の特色として力を入れてきました。
この「北稜探究Ⅰ」では、おもに環境教育に重点を置き、自ら課題を見つけ、新たな知識を得、それ
を表現する力を養います。１年間、楽しく学びましょう。

観点 評価のポイント

　習得すべき知識や重要な概念等を理解しているか、習
得すべき技能を身に付けているかを評価します。

　知識・技能を活用して課題解決するために必要となる
思考力・判断力・表現力等を身に付けているかを評価し
ます。

　各教科目が対象としている学習内容に関心をもち、自
ら課題に取り組もうとする意欲や態度を評価します。

・スピーチ、発表
・小論文模試
・その他成果物

・スピーチ、発表
・小論文模試
・その他成果物

次の各観点に基づき学期ごとに文章により評価します。

教科

国語

・課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身につけ、探究の意義や価値を理解する。
・実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分
析して、まとめ・表現することができるようにする。
・探究に主体的・協働的に取り組むと共に、互いの良さを生かしながら、新たな価値を創造し、より
よい社会を実現しようとする態度を養う。

教科書

 定期考査は実施せず、毎時間ごとの参加と課題提出が基本となるので、欠席をせず、時間内に課
題を仕上げるように取り組む。スピーチや発表では、話すこと、聞くことに積極的に取り組む。グ
ループワークでは、様々な価値観を持つ他者と交流し、意見を交換しながらまとめていくようにす
る。出された課題は丁寧に取り組み、必ず期限内に提出する。



学期 単元 単元の目標 学習活動
自己
評価

オリエンテーショ
ン

・シラバス説明（北稜探究の目標、学習内容、評価等に
ついて）
・授業担当者自己紹介

読書紹介
・新書を読み、新たに知ったことをまとめて未読の人
に伝える。

・グループ内発表

他者の好きなモ
ノ紹介

・他者にインタビューして、「好き！」に関する楽しいエ
ピソードを数多く聞き出し、それを魅力的な発表に仕
上げる。
・他者から楽しいエピソードを聞き出す工夫やそれを
魅力的に伝えるためのポイントを学ぶ。

・インタビュー
・スライド選定
・スピーチ

小論文の作成

・身近な実社会に潜む諸課題（とくに環境問題）への問
題意識を持ち、それに対する自らの考えを小論文の形
で表現する。
・小論文の書き方の基本や社会問題に対する調査の仕
方を学び、文章で自分の考えを伝える表現力を磨く。

・現状や課題、解決策を
調べる
・小論文作成

環境問題のつな
がりを考える

・SDGsと環境問題について学び、環境問題を学ぶ意
義を把握する。
・環境問題どうしのつながりを考え、それをスライドに
して他者にプレゼンテーションを行う。
・自然がお互いに関連した複雑なシステムであること
を知り、それを具体例を挙げて論理的に説明する力を
付ける。
・他者を引きつけるプレゼンテーションにするための
ポイントについて学ぶ。

・発表原稿作成
・スライド作成
・プレゼンテーション

問を立てる

・写真や図、グラフなどを見て思い浮かぶ素朴な疑問、
「はて」「なぜ」を見つけ、自分なりの問をつくる練習を
する。
・自らの問に対する答を見つけるためにはどうすれば
よいかを考え、実践してみる。
・2年生での探究活動の基礎となる「問さがし」の導入
として、主体的に取り組めるようにする。

・班活動
・発表原稿作成
・スライド作成
・プレゼンテーション

3 環境動画の制作

・環境問題の中から関心のあるテーマを見つけ、それ
を他者に伝える動画を制作する。
・テーマの見つけ方や動画の構成、魅力的な伝え方な
ど、この1年間の探究で学んだことを1本の動画に集
約する。
・各クラスの優秀作品は、全体の発表会で上映される。

・環境動画の作成
　（1～2分）
・優秀作品発表会での上
映

年間学習計画

2

1



令和５年度北稜シラバス　　　　

科目 単位 学年・コース 担当

体育 3 １年全コース 保健体育科全員

副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

　次の各観点に基づき、学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに、基準に沿って

評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識及び技能 種目による技能テスト（記録、フォーム等）

種目におけるレポート作成（競技の特性・特徴・ポイント・ルール等）

評価します。

②思考力，判断力，表現力等

（種目・競技と健康・体力、心身の発育・発達との関係について等）

必要となる思考力・判断力・表現力等を身に付けているか 学習カード（ロイロノート）

を評価します。

③学びに向かう力，人間性等 授業への積極的参加（集散・挨拶等）

他者との協力

自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を評価します。 授業準備・片付け

４．担当者からのメッセージ

種目によるレポート作成

  オリエンテーションの内容を正しく理解し、各授業時間を大切にしながら意欲的に取り組んで下さい。

教科

保健体育

教科書

（1）各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、
技能を身に付けるようにする。
（2）運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断す
るとともに、他者に伝える力を養う。
（3）生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指 し、明るく豊か
で活力ある生活を営む態度を養う。

・集散の行動を素早く行い、規律ある態度で授業に取り組む。
・授業の開始と終了時に挨拶をし、返事は大きな声ではっきりと行う。
・正しい言葉遣いを用いて、節度ある態度で授業に臨む。
・授業に出席し、種目に積極的に参加したり仲間と協力しながら技能の向上を目指す。
・日常的に運動に親しみ、安全に授業参加できるよう準備する。
・各種目を通して、健康、運動、体力について相互理解し、心身の発育・発達に関連づけてまとめる。（レポート等）

観点 評価のポイント

  各教科目において習得すべき技能を身に付けているかを

  各教科目の知識・技能を活用し、課題を解決するために

  各教科目が対象としている学習内容に関心をもち、



学期 学習内容 学習のねらい（ポイント） 学習活動

1 体つくり運動
○健康・安全に留意し、他者を尊重しながら主
体的に運動に取り組むことができる。 参加状況・準備片付け(③)

○自己や仲間の課題に応じた運動を継続する
ことができる。 レポート提出(②③)

○心と体は互いに影響し変化することに気づく
ことができる。 表現力テスト(②)
○体の状態に応じて体の調子を整え、仲間と積
極的に交流するための手軽な運動や律動的な
運動を行うことができる。
○体つくり運動の行い方や体力の構成要素を
理解し、実生活に取り入れながら実践すること
ができる。

選択種目①
「球技」１種目

○球技の特性に深い関心を持ち、その楽しさや
技能向上にともなってチームプレーに貢献する
喜びを深く味わうこができるよう、練習に取り組
んでいる。

参加状況・準備片付け(③)

ネット型
○ルールやマナーを守り、フェアプレーの精神
で試合ができる。 レポート提出(①②)

（テニス）（卓球）（バレーボール）
○練習やゲームから、自己やチームの課題を
見出すことができる。 技能テスト(①)

ゴール型
○チームや個人の能力に見合った目標を設定
し、練習計画が立案できる。

（ハンドボール）（ソフトボール）
○基本的な技術や戦術を、ゲームの状況に応
じて適切に選択し十分生かすことができる。

（バスケットボール）
○球技の特性や学習の進め方、個人的技術や
や集団的技術の構造について理解し、チームメ
イト等に説明することができる。

体つくり運動
○健康・安全に留意し、他者を尊重しながら主体的に運動に取
り組むことができる。 レポート提出(①②)

○自己や仲間の課題に応じた運動を継続する
ことができる。 表現力テスト(①)

○心と体は互いに影響し変化することに気づく
ことができる。

○体の状態に応じて体の調子を整え、仲間と積
極的に交流するための手軽な運動や律動的な
運動を行うことができる。

○体つくり運動の行い方や体力の構成要素を
理解し、実生活に取り入れながら実践すること
ができる。

2 体育理論 参加状況(③)

技能テスト(①)

レポート提出(①②)

選択種目②
「球技」１種目

○球技の特性に深い関心を持ち、その楽しさや
技能向上にともなってチームプレーに貢献する
喜びを深く味わうこができるよう、練習に取り組
んでいる。

参加状況・準備片付け(③)

ネット型
○ルールやマナーを守り、フェアプレーの精神
で試合ができる。 レポート提出(①②)

（テニス）（卓球）（バレーボール）
○練習やゲームから、自己やチームの課題を
見出すことができる。 技能テスト(①)

ゴール型
○チームや個人の能力に見合った目標を設定
し、練習計画が立案できる。

（ハンドボール）（ソフトボール）
○基本的な技術や戦術を、ゲームの状況に応
じて適切に選択し十分生かすことができる。

（バスケットボール）
○球技の特性や学習の進め方、個人的技術や
や集団的技術の構造について理解し、チームメ
イト等に説明することができる。

選択種目③
陸上競技・ダンス・剣道　１種目

○健康・安全に対する高い意識で学習に取り組
んでいる。 参加状況・準備片付け(③)

陸上競技
○陸上競技に強い関心を持ち、記録の向上を
目指して積極的に学習できる。 レポート提出(①②)

（短距離走）
○個のレベルに応じた課題を設定し、その改善
のための練習方法を実践できる。 技能テスト(①)

○より速く走るために、自らの能力に応じた技
能を習得している。

○種目の特性や技術の構造をふまえ、課題解
決のための練習方法や学習の進め方を理解し
ている。

年間学習計画

スポーツの意義や歴史、文化的特徴や、現代
スポーツを取り巻くさまざまな問題について説
明できる

表現

国際

表現

表現

環境



2 （跳躍選択）
○健康・安全に対する高い意識で学習に取り組
んでいる。 参加状況・準備片付け(③)

○陸上競技に強い関心を持ち、記録の向上を
目指して積極的に学習できる。 レポート提出(①②)

○個のレベルに応じた課題を設定し、その改善
のための練習方法を実践できる。 技能テスト(①)

○より遠くへ（高く）跳ぶために、自らの能力に
応じた技能を習得している。

○種目の特性や技術の構造をふまえ、課題解
決のための練習方法や学習の進め方を理解し
ている。

ダンスⅡ
○踊ることに興味を持ち、自らすすんで学習す
ることができる。 参加状況・準備片付け(③)

(現代的な音楽を使っての創作)
○グループ活動への積極的な参加、協力がで
きる。 レポート提出(①②)

○基本的な動きをもとに工夫した動きを考えだ
し、修正しながらまとめることができる。 技能テスト(①)

○ダイナミックに、リズミカルに踊ることができ
る。

○基本的な動き（運動の要素）を理解できる。

○現代的なリズムの音楽にのったダンス（ジャズダンス・ヒップ
ホップなど）の特性を理解している。

剣道
○気剣体一致の踏み込み足打突ができ、勢い
のある体、足捌き、冴えのある打突ができる。 参加状況・準備片付け(③)

○防具の正しい着装が、素早くできる。 レポート提出(①②)

○禁止事項や勝敗の判断などに関する規定を
理解し、審判ができる。 技能テスト(①)

○日本の運動文化としての特性を尊重し、礼
法、正しい着装、技の理合などが理解できる。

3 陸上競技
○記録を向上させる楽しみや喜びを体得してい
る。 参加状況・準備片付け(③)

（長距離走） ○自らの能力に応じた目標や課題を設定できる。レポート提出(①②)

○設定された長距離をより速く走ることができ
る。 技能テスト(①)

○長距離走の特性や技術を理解している。

選択種目④
「球技」１種目

○球技の特性に深い関心を持ち、その楽しさや
技能向上にともなってチームプレーに貢献する
喜びを深く味わうこができるよう、練習に取り組
んでいる。

参加状況・準備片付け(③)

(バドミントン)
○ルールやマナーを守り、フェアプレーの精神
で試合ができる。 レポート提出(①②)

(サッカーボール)
○練習やゲームから、自己やチームの課題を
見出すことができる。 技能テスト(①)

○チームや個人の能力に見合った目標を設定
し、練習計画が立案できる。

○基本的な技術や戦術を、ゲームの状況に応
じて適切に選択し十分生かすことができる。

○球技の特性や学習の進め方、個人的技術や
や集団的技術の構造について理解し、チームメ
イト等に説明することができる。

表現

表現



体育ルーブリック 授業

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

学びに向かう力，

人間性等

運動に意欲を持って取り組み、種目の

楽しさや喜びを味わい、自分で課題を

見つけ改善しようとするなど授業に主

体的に取り組むことができる。

種目の楽しさや喜びを味わいながら授

業に取り組むことができる。

声かけがあれば各種目の練習に取り組

むことができる。

各種目の練習や試合に参加することが

できていない。

学びに向かう力，

人間性等

仲間と協力して授業に必要な道具の準

備や片付けに積極的に取り組むことが

できる。

促されれば授業に必要な道具の準備や

片付けに取り組むことができる。

促されれば必要な道具の準備や片付け

に取り組もうとするが、途中でやめて

しまう。

授業に必要な道具の準備や片付けを行

うことができない。

思考・判断・表現

周囲の状況を見て、何をするべきか的

確に判断し、自己の役割を責任を持っ

て果たすことができる。

自己に与えられた役割を果たすことが

できる。

自ら役割を果たそうとはしないが、促

されれば行動することができる。

役割を与えられても取り組もうとしな

い。

技能

各種目の特性を理解し、体力、技術が

高まり記録や技能が向上している。ま

た、与えられた課題を高いレベルで行

うことができる。

与えられた課題を一定のレベルで行う

ことができる。

与えられた課題を一定のレベルで行う

ことができるが、不十分な点がある。

体力・技術が一定のレベルに到達して

おらず課題を一定のレベルでできてい

ない。

技能

各種目の特性、必要な動作を理解し、

正しいフォームが身についている。

正しいフォームが身についているが、

少し不十分な点がある。

ある一定フォームを身につけることが

できているが、不十分な点が見られ

る。

正しいフォームを身につけることがで

きていない。

知識

各種目の発祥に関わる歴史や特性、特

徴、ルールなどを理解している。

各種目のルール・必要な知識を理解し

ている。

各種目のルールを理解しようとしてい

るが、わかっていない部分がある。

各種目のルールを理解できていない。

体育ルーブリック レポート

思考・判断・表現

各種目の特徴・特性・技術等をわかり

やすく図にまとめ、レポートに記入す

ることができる。

各種目について一部不十分な点がある

が図をレポートに記入することができ

ている。

図をレポートにかけているが不十分な

点が多い。

レポートを提出することができない。

知識

各種目の発祥に関わる歴史や特性、必

要な技術を理解し、その高め方につい

て理解し、レポートにまとめてること

ができている。

各種目の発祥に関わる歴史等について

レポートに書くことができている。

レポートに必要な内容を書くことがで

きているが、空白が多い。

レポートを提出することができない。



保健ルーブリック 授業

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

主体的に学習に取り

組む態度

学習テーマについて理解を深める為に

予習に取り組み、発言・発表を積極的

におこなうことができる。

質問に対し、発言・発表を行うことが

できる。

発言・発表を行うことができるが、関

係ないことや的確に答えることができ

ない。

授業に集中できていないことが多く、

発言・発表ができない。

主体的に学習に取り

組む態度

ノートをわかりやすくまとめたり、課

題に対して積極的に取り組むことがで

きている。

ノートを書き写すことができている。

課題を提出することができる。

ノートを書き写すことや課題に取り組

むことができているが、不十分な点が

多い。

ノートを書いていない。また、課題に

取り組むことができない。

保健ルーブリック グループ学習

思考・判断・表現

学習テーマをよく理解し、積極的にグ

ループ内の役割分担を遂行している。

発表の内容をよく理解し、わかりやす

くデータを整理し、聞く側の反応を予

測しながらテーマを伝えられている。

発表の内容が聞く側に伝わるように工

夫をしている。グループ内の役割を行

うことができている。

発表を行うことができているが、不十

分な点やわかりにくいことがある。グ

ループ内で与えられた役割に取り組む

が不十分な点がある。

与えられた課題に対して、発表するこ

とができない。グループ内で協力をで

きておらず与えられた役割を果たせて

いない。



令和５年度北稜シラバス　　　

科目 単位 学年・コース 担当

保健 1 １年全コース 保健体育科全員

現代高等保健体育(大修館） 副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

　次の各観点に基づき、学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに、基準に沿って

評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識及び技能 課題発表

実習による技能テスト

評価します。 各学期ごとの定期テスト

②思考力，判断力，表現力等 課題発表

グループディスカッション等

必要となる思考力・判断力・表現力等を身に付けているか 各学期ごとの定期テスト

を評価します。

③学びに向かう力，人間性等 授業への積極的参加（集散・挨拶・発表・発言等）

課題提出・ノート（プリント等）提出

自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を評価します。 実習の取り組み

４．担当者からのメッセージ

  オリエンテーションの内容を正しく理解し、各授業時間を大切にしながら意欲的に取り組んで下さい。

教科

保健体育

教科書

（1）個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けるようにす
る。
（2）健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとと
もに、目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。
（3）生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生
活を営む態度を養う。

・各授業前（前日）までに授業範囲の教科書を読み、ポイントや疑問点について事前に調べておく。
・授業後、授業の内容についてノート等と教科書を比べたり、自分の考えをまとめたりする。
・調べ学習と発表は、発表分野の課題に関連する事象をより深く調べ、資料を準備する等してわかりや
すく説明できるようにする。

観点 評価のポイント

  各教科目が対象としている学習内容に関心をもち、

  各教科目の知識・技能を活用し、課題を解決するために

  各教科目において習得すべき知識・技能を身に付けているかを



学期 学習内容 学習のねらい（ポイント） 学習活動

1 ２単元　安全な社会生活 実習（①②③）

・交通事故の現状と発生要因
○事故の実態と被害の実態について説明できる。　　　　　　○事
故の発生には人的要因と環境的要因が関連していることについ
て例をあげて説明できる。

課題提出(①②③)

・安全な社会の形成
○安全のために必要な個人の行動について例をあげて説明でき
る。
○すべての人たちの安全確保のために必要な環境整備につい
て例をあげて説明できる。

グループ活動（②③）

・安全における安全
○交通事故防止における個人の取り組みと交通環境の整備に
ついて例をあげて説明できる。
○交通事故における責任を３つに分けて説明できる

期末考査(①②)

・応急手当の意義とその基本
○応急手当の意義について説明できる。
○傷病者を発見したとき、確認・観察するポイントをあげることが
できる。

・日常的な応急手当
○日常的なけがや熱中症の応急手当の手順や方法について説
明できる。
○実際に、日常的なけが熱中症の応急手当ができる。

・心肺蘇生法
○心肺蘇生法の方法と手順について説明できる。
○実際に、心肺蘇生法をおこなうことができる。

2 現代社会と健康 発表（①②③）

・健康の考え方と成り立ち
○さまざま健康の考え方について例をあげて説明できる。
○健康を成り立たせている要因について例をあげて説明できる。課題提出(①②③)

・私たちの健康のすがた
○わが国の健康水準の変化とその背景について説明できる。
○わが国の現在の健康問題について例をあげて説明できる。

・生活習慣病のその予防と回復

・がんの原因と予防

・がんの治療と回復

・運動と健康

・食事と健康

・休養、睡眠と健康

・喫煙と健康

・飲酒と健康

・薬物乱用と健康

・現代の感染症

・感染症の予防

・性感染症、エイズとその予防

3 現代社会と健康 課題提出(①②④)

・精神疾患の特徴
○精神疾患の例をあげ、発病の要因とおもな症状について説明
できる。
○現代社会における精神保健の課題をあげることができる。

期末考査(②④)

・精神疾患の予防

・精神疾患からの回復

・健康と意思決定・行動選択
○自らの習慣や行動は選択することで決められているということ
を理解し、健康に結びつく意志決定や行動選択ができるようにな
る。

・健康に関する環境づくり
○健康を守るために必要な社会環境を整備するために、住民と
地域や会社、自治体、国が一体となって個人を支援する仕組み
を理解する。

年間学習計画

○生活習慣病を正しく理解し、その一次予防と二次予防が実践
できる生活習慣を学習し、がんの原因や予防について説明でき
る。特に、適切な食事・運動・休養を自らの生活で実践できる方
法を考えたり、健康に悪影響を及ぼす要因である喫煙、飲酒、薬
物乱用の影響や医薬品の適切な使用方法、また性病やエイズ
を含む感染症の正しい理解と予防・対応等について整理して理
解し、生活に役立てることができる。

○心と体には密接に関わり合っているため、刺激や緊張を与え
ること起こるでストレスのしくみと原因について学び、自分に合っ
た適切な対処方法を模索し実践できるよう考えることができる。

表現

国際

環境

表現

表現



令和５年度北稜シラバス　　　　
科目 単位 学年・コース 担当

音楽Ⅰ 2 １年・全コース（選択） 田中

ＯＮ！１（音楽之友社） 副教材 改訂　音楽通論（教育芸術社）

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に

従って評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能 ･実技試験やグループ発表の内容

理解しているか、習得すべき技能を身に付けているか ･創作作品の内容

を評価します。

②思考・判断・表現 ･実技試験やグループ発表の内容

必要となる思考力・判断力・表現力等を身に付けて ･創作作品の内容

いるかを評価します。

③主体的に学習に取り組む態度

自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を評価します。

４．担当者からのメッセージ

  各教科目が対象としている学習内容に関心をもち、

自信をもって発表ができるよう、練習時間を大切にしましょう。より魅力的な表現を目指し

て、何事にも積極的に、根気よく取り組みましょう。

・振り返りシートの内容

・グループ発表及び個人での課題発表に取り組む姿勢

・提出物の提出状況と内容

教科

芸術

音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音

楽文化 と幅広く関わる資質・能力を持つことを目指す。

教科書

授業中で学ぶ表現を恥ずかしがらずに実践すること。学んだ表現に工夫を加え、さらに独創的

な表現を追求すること。

観点 評価のポイント

･鑑賞プリントの内容

･鑑賞プリントの内容

  各教科目において習得すべき知識や重要な概念等を

  各教科目の知識・技能を活用して課題解決するために



学期 学習項目・内容の要点 学習のねらい（ポイント） 学習活動（観点） 自己評価

1 ・オリエンテーション

・言葉と音楽（歌唱） ○基本的な発声法や表現を習得する。

○詩の内容を感じ取り、その曲に合っ

た表現を工夫する。
振り返りシート 【　　　　】

○鑑賞を通して気づいたことを自分の

演奏の工夫につなげる。 実技試験 【　　　　】

振り返りシート

・クラシックギター ○基本的な奏法を習得する。 実技試験 【　　　　】

・楽典
○楽譜について理解する（音価・音

名・譜表・拍子等）。
ワークシート 【　　　　】

・鑑賞
○独奏曲や管弦楽曲に興味・関心を持

つ。
鑑賞プリント 【　　　　】

○音楽を形づくっている要素を知覚

し、よさや美しさを味わって聴く。

2 ・合唱
○合唱の特徴を生かした表現を工夫す

る。
振り返りシート 【　　　　】

・キーボード ○基本的な奏法を習得する。
振り返りシート

実技試験
【　　　　】

・世界の歌
○曲種に合った発声法や表現ができ

る。
実技試験 【　　　　】

・器楽アンサンブル

○リコーダーまたはキーボードの特徴

を生かしたアンサンブルをする。リズ

ムアンサンブルにも取り組む。

振り返りシート

発表
【　　　　】

・鑑賞
○オペラや合唱曲に興味・関心を持

つ。
鑑賞プリント 【　　　　】

○音楽を形づくっている要素を知覚

し、よさや美しさを味わって聴く。

3 ・鑑賞 ○和楽器に興味・関心を持つ。 鑑賞プリント 【　　　　】

○伝統音楽の特徴を理解してよさや美

しさを味わって聴く。

・創作
○基礎的な創作を通じて、独創的な表

現を身につける。
創作作品の内容 【　　　　】

○意図を持って表現に取り組む。

・歌曲
○曲種に合った発声法や表現ができ

る。

振り返りシート

発表
【　　　　】

年　間　学　習　計　画

○幅広い音楽の世界に興味・関心を持

つ。

国際

表現

表現

国際

表現

表現

表現

表現



芸術（音楽Ⅰ）ルーブリック

歌唱・器楽・創作

Ａ Ｂ Ｃ

①知識・技能

・曲想と音楽の構造について

理解を深めている。

・創意工夫を生かした表現を

するために必要な技能を十分

に身につけ、歌唱や器楽、創

作で表している。

・曲想と音楽の構造について

いくつか理解している。

・創意工夫を生かした表現を

するために必要な技能を身に

つけ、歌唱や器楽、創作で表

している。

・曲想と音楽の構造について

の理解が不十分である。

・創意工夫を生かした表現を

するために必要な技能を身に

つけ、歌唱や器楽、創作で表

すことが不十分である。

②思考・判断・

　表現

音楽を形づくっている要素を

知覚し、それらの働きを感受

しながらどのように音楽をつ

くるか考えを深め、表現意図

をもっている。

音楽を形づくっている要素を

知覚し、それらの働きを感受

しながらどのように音楽をつ

くるかについて表現意図を

もっている。

音楽を形づくっている要素を

知覚し、それらの働きを感受

しながら、どのように音楽を

つくるかについて表現意図を

もつことが不十分である。

③主体的に学習に

　取り組む態度

学習に粘り強く取り組み、自

らの学習を調整しようとする

姿勢が常にあり、主体的・協

働的に取り組んでいる。

学習に粘り強く取り組み、自

らの学習を調整しようとする

姿勢が一定程度あり、主体

的・協働的に取り組んでい

る。

学習に粘り強く取り組み、自

らの学習を調整しようとする

姿勢がなく、主体的・協働的

な取り組みが不十分である。

鑑賞

Ａ Ｂ Ｃ

①知識・技能

・曲想や表現上の効果と音楽

の構造との関わりについて理

解を深めている。

・音楽の特徴と文化的・歴史

的背景、他の芸術との関わり

について理解している。

・曲想や表現上の効果と音楽

の構造との関わりについてい

くつか理解している。

・音楽の特徴と文化的・歴史

的背景、他の芸術との関わり

について一定程度理解してい

る。

・曲想や表現上の効果と音楽

の構造との関わりについての

理解が不十分である。

・音楽の特徴と文化的・歴史

的背景、他の芸術との関わり

についての理解が不十分であ

る。

②思考・判断・

　表現

音楽を形づくっている要素を

知覚し、それらの働きを感受

しながら、知覚したことと感

受したことの関わりについて

深く考え、音楽を評価しなが

らよさや美しさを自ら味わっ

て聴いている。

音楽を形づくっている要素を

知覚し、それらの働きを感受

しながら、知覚したことと感

受したことの関わりについて

考え、音楽を評価しながらよ

さや美しさを味わって聴いて

いる。

音楽を形づくっている要素を

知覚し、それらの働きを感受

しながら、知覚したことと感

受したことの関わりについて

考え、音楽を評価しながらよ

さや美しさを味わって聴くこ

とが不十分である。

③主体的に学習に

　取り組む態度

①曲想や表現上の効果と音楽

の構造との関わり②音楽の特

徴と文化的・歴史的背景、他

の芸術との関わりに強く関心

を持ち、主体的・協働的に取

り組んでいる。

①曲想や表現上の効果と音楽

の構造との関わり②音楽の特

徴と文化的・歴史的背景、他

の芸術との関わりに一定程度

関心を持ち、主体的・協働的

に取り組んでいる。

①曲想や表現上の効果と音楽

の構造との関わり②音楽の特

徴と文化的・歴史的背景、他

の芸術との関わりに関心を持

ち、主体的・協働的に取り組

むことが不十分である。



令和５年度北稜シラバス　　　　
科目 単位 学年・コース 担当

工芸Ⅰ 2 1年・全コース（選択） 山脇

『工芸Ⅰ』（日本文教出版） 副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に

従って①～③の観点ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能

理解しているか、習得すべき技能を身に付けているか

を評価します。

②思考・判断・表現

必要となる思考力・判断力・表現力等を身に付けている

かを評価します。

③主体的に学習に取り組む態度

自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を評価します。

４．担当者からのメッセージ

　ものづくりに対する理解を深め、自ら作り出すことの楽しさや喜びを存分に味わってください。

教科

芸術

　身近な生活の視点や社会的な視点に立って造形への理解を深めたり、表現の意図と創意工夫・工芸の働

きなどについて考え、主体的に工芸の幅広い創造活動に取り組むことができる。工芸の伝統と文化に親し

み、感性を高め、生活や社会を心豊かにするために工夫する態度を養う。

教科書

　発想の能力を高めるには、自然界にある形や色彩・素材に関心を持ったり、身近なものを観察したりす

ることが役立ちます。表現の技能を向上させるには、用途に合った工具や道具の使用に慣れ、よりよいも

のを目指して真摯に制作に取り組むことが大切です。

『美術資料』（秀学社）

観点

  各教科目において習得すべき知識や重要な概念等を

  各教科目の知識・技能を活用して課題解決するために

  各教科目が対象としている学習内容に関心をもち、

評価のポイント

　課題の制作方法を理解し、意図に応じて材料や用具を活用

したり、手順や技法などを吟味するなど、創意工夫して制作

しているかどうか。

（作品・ワークシート　等）

　心豊かに発想し、用途と美しさの調和を考えて制作の構想

を練っているかどうか。

（アイデアスケッチ・実物大の下図・平面表現　等）

　鑑賞において作品のよさや美しさ、作者の心情や意図・表

現の工夫などが感じ取れているかどうか。

（ワークシート・レポートの内容　等）

　題材の内容に関心を持ち、積極的に発想して制作の構想を

練ったり制作方法を理解したりし、すすんで工芸の作品づく

りに取り組めているかどうか。

（作品・アイデアスケッチ・ワークシート等の提出状況）

（受講・制作の態度）

（授業への出席状況　等）



学期 学習内容 学習のねらい（ポイント） 学習活動 自己評価

1 ○オリエンテーション □「道具の始まり」について知り、 ・中学で作ったものや使った道具

　・人間と道具 　　工芸学習の意義を理解する。 　を思い出し、それについての 【　　】
〇工芸と自然の関わり □自然界における規則性と美しさの 　説明をプリントにまとめる。

　関係を知り、制作に生かす工夫に 　（自己紹介アンケート）

　ついて考える。

○Ⅰ創作図案 □1学期の後半で行うろうけつ染めの ・アイデアスケッチを考える。 【　　】

　　　平面表現 　実物大の下図を作成する。

□海や森などの構成要素から造形の ・平面作品（実物大の下図）を 【　　】

　おもしろさを発見し構成を工夫して 　作成し提出する。

　丁寧に表現する。

○Ⅱろうけつ染め □制作した平面表現をもとにしてろう ・実物大の下図をハンカチに転

　　ハンカチを染める 　けつによる染色の方法を学ぶ。 　写して蝋描きし、染色を行うこ 【　　】

　 □染色の分野に興味を持ち、防染技 　とにより、爽やかな色のオリジ

　 　法の一つであるろうけつ染めに積 　ナリティあふれた表現のろう

　極的に取り組む。 　けつ染めの作品を制作する。

□ろうけつ染めの特長を理解し、作品

　に上手に取り入れることができる。

□染料による色彩の特徴について理 ・染色の伝統的な技法について 【　　】

　解するとともに、表現された作品の 　学び、理解を深める。

　個性の違いを味わう。

2 ○オーブンでつくる植木鉢 □身近な生活や自己の思いなどから ・自然に還る工芸素材と生活環境の

　　 　日常で使用できる小さな植木鉢を 　改善を探る。

　Ⅰ発想と構想 　制作する。

・アイデアスケッチ①発想 □制作方法を理解して、意図に応じて ・アイデアスケッチ（発想）提出 【　　】

　材料や用具を活用したり、手順や

　技法などを計画することができる。

・アイデアスケッチ②構想 □作ろうとする作品の形・大きさ・色に ・アイデアスケッチ（構想）提出 【　　】

　ついての検討を充分に行い、下図

　を作成する。

・粘土の成形 □計画や構想に従って粘土の成形を行い 　①成形

　植木鉢の形を完成させる。 　②乾燥

・作品の焼成 □粘土の性質を理解して、温度調節と 　③焼成

　時間を守った焼成ができる。 　④絵付け

・植木鉢の作品の提出 【　　】

○植木鉢の台座 □電動工具を使用して安全なベニヤ

・電動糸鋸・ドリルの使用 　板の裁断や、丁寧な研磨や接着

　の作業を行うことができる。

□植木鉢に合わせて直線的や曲線的に

　デザインした台座を美しく塗装 ・台座を伴った作品の提出 【　　】

　することができる。

　・作品鑑賞会 □自他問わず作品の良いと思われる ・鑑賞会ワークシートの提出 【　　】

　点について、自分なりの考えがま

　とめられること。

3 ○レザークラフト □皮革についての基本的な知識や

　革工芸特有の技法を学ぶ。

　・栞の制作 □使う人の好みや長く使用しても飽き ・アイデアスケッチとトレースの

　・カードケースの制作 　の来ないデザインについて考える。 　提出 【　　】

　　 □工具の使用技術を習得し,しっかり

　した表面加工ができる。

　・テクスチャー □レザーの材質感を深く味わうと共に

　表面の形状を変化させることに

　よって独自の装飾を作り出す。 ・栞の作品の提出 【　　】

□加工した部分をひきたてる染色方

　法や仕上げのかがる作業が丁寧 ・カードケースの提出 【　　】

　にできる。

○まとめ □生活環境や社会における工芸の ・ワークシートの提出 【　　】

　・これからの工芸 　これからを考え、提案する。

　 　

年間学習計画

国際

環境

環境

表現

表現

環境

表現



令和５年度北稜シラバス　　　　
科目 単位 学年・コース 担当

工芸Ⅰ 2 １年全コース選択 奥村

工芸Ⅰ（日本文教出版） 副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価
次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従って

①～③の観点ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能

理解しているか、習得すべき技能を身に付けているか

を評価します。

②思考・判断・表現

必要となる思考力・判断力・表現力等を身に付けているか

を評価します。

③主体的に学習に取り組む態度

自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を評価します。

４．担当者からのメッセージ

様々な工芸に関する展覧会や展示会などに足を運んだり、日常生活のなかにあるデザインされたもの
について考察したり、自分はどのような素材で表現をし、使う人の気持ちや利便性を考えるかなど、デ
ザインに興味・関心を持って授業に取り組んでください。

  各教科目が対象としている学習内容に関心をもち、 ・提出物（作品・ワークシート）の提出状況と内容

・課題に取り組む姿勢

・作品についての発表の内容

観点 評価のポイント

  各教科目において習得すべき知識や重要な概念等を ・提出物（作品・ワークシート）の内容

  各教科目の知識・技能を活用して課題解決するために ・提出物（作品・ワークシート）の内容

  予習・復習は必要ありませんが、使う材料の性質や表現技法について考え、使う人の気持ちに寄り添
う表現をする努力をしてください。考えたように表現できない場合は積極的に担当に助言を求めてくださ
い。

教科

芸術

教科書 美術資料　(秀学社)

工芸の幅広い創造的な諸活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重ね、生活や社
会の中の工芸や工芸の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を育成することを目指す。



学期 学習内容 学習のねらい（ポイント） 学習活動（観点） 自己評価

・オリエンテーション・鑑賞
□工芸の素材による表現方法の違いや工芸
の伝統と文化について考えている。

ワークシート 【　　】

□身近な布製品をいろいろな角度から調べ、
そのよさや美しさを創造的に味わっている。

ワークシート（アイデア
スケッチ含）

【　　】

□ろうけつ染めの技法を理解し、制作の構想を
練ってハンカチとして制作している。

課題作品 【　　】

□他の生徒の作品を鑑賞し、その良さや技法
の工夫等を感じ取っている。

□自分の作品の意図や工夫、苦心点などをレ
ポートにまとめ、発表している。

□オーブン陶土の持つ性質を理解し表現に生
かしている。

ワークシート（アイデア
スケッチ含）

【　　】

□オーブン陶土の色から表現を工夫し植木鉢
として制作している。

課題作品 【　　】

□各自の作品を鑑賞しあい、その良さや工夫
をレポートにまとめている。

□自分の作品の意図や工夫、苦心点などを発
表している。

□レザークラフトの伝統、文化について学び、
普段使用しているレザー製品について考察し
ている。

ワークシート（アイデア
スケッチ含）

【　　】

□レザークラフトの制作を通して、その性質や
技術を学び、表現方法を創意工夫して制作し
ている。

課題作品 【　　】

・鑑賞・１年間のまとめ
□工芸Ⅰの学習を振り返って反省とまとめを行
い、これからの工芸とのかかわりについて考察
している。

ワークシート 【　　】

・鑑賞会 ワークシート 【　　】

・レザークラフト

年間学習計画（工芸Ⅰ）

・平面構成とろうけつ染め

・鑑賞 ワークシート 【　　】

・オーブン陶土の植木鉢

1

2

3

芸術（工芸Ⅰ）ルーブリック

Ａ Ｂ Ｃ

①知識・技能

・対象や事象を捉える造形的な視
点について理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工
夫し、創造的に表している。

・対象や事象を捉える造形的な視
点について理解をしている。
・意図に応じて表現方法を創意工
夫し、表している。

・対象や事象を捉える造形的な視
点について理解することが難しい。
・意図に応じて表現方法を創意工
夫することが難しい。

Ａ Ｂ Ｃ

➁思考・判断・表現

造形的なよさや美しさ、表現の意
図と創意工夫、工芸の働きなどに
ついて考え、思いや願いなどから
心豊かに発想し構想を練ったり、
価値意識をもって工芸や工芸の
伝統と文化に対する見方や感じ
方を深めたりしている。

造形的なよさや美しさ、表現の意
図と創意工夫、工芸の働きなどに
ついて考え、思いや願いなどから
心豊かに発想し構想を練ったり、
価値意識をもって工芸や工芸の
伝統と文化に対する見方や感じ
方を理解している。

造形的なよさや美しさ、表現の意
図と創意工夫、工芸の働きなどに
ついて考え、思いや願いなどから
心豊かに発想し構想を練ったり、
価値意識をもって工芸や工芸の伝
統と文化に対する見方や感じ方を
理解することが難しい。

Ａ Ｂ Ｃ

③主体的に学習に取り組む態度
主体的に工芸の幅広い創造活動
に粘り強く取り組もうとしている。

主体的に工芸の幅広い創造活動
に取り組もうとしている。

主体的に工芸の幅広い創造活動
に取り組むことが難しい。
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芸術（工芸Ⅰ）ルーブリック 
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 材料や工具の使
用についての知
識や加工技術を
習得し、表現しよ
うとする作品に
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応じて制作方法
を工夫しながら
独自の表現がで
きる。 

 

 課題の内容を理解
し、指示に従って作
業を進め、作品を完
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 課題について強
い関心を持ち、主
体的・意欲的に課
題を進めていく
ことができる。提
出物は工夫して
丁寧に仕上げ、締
切日に提出でき
る。 

 

 

 課題に関心を持
ち、計画通りに課題
を進めていくこと
ができる。提出物は
締切日に完成提出
できる。 

 

 

 

 

 

 課題に向かう意
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いる。提出物は締
切日を過ぎて提出
したり、完成度が
低く丁寧さに欠け
る。 

 

 

 

 

 課題に取り組もう
とする意欲が感じ
られず、締切日を過
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令和５年度北稜シラバス　　　　
科目 単位 学年・コース 担当

美術Ⅰ 2 １年全コース選択 奥村

美術１（光村図書） 副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価
次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従って

①～③の観点ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能

理解しているか、習得すべき技能を身に付けているか

を評価します。

②思考・判断・表現

必要となる思考力・判断力・表現力等を身に付けているか

を評価します。

③主体的に学習に取り組む態度

自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を評価します。

４．担当者からのメッセージ

様々な美術に関する展覧会などに足を運んで、表現にもいろいろあることを知ったり、日常生活のなか
にあるデザインされたものについて考察したり、自分はどのような表現をしたいと考えるなど、美術やデ
ザインに興味・関心を持って授業に取り組んでください。

美術の創造的な諸活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を深め、生活や社会の中
の美術や美術文化と深く関わる資質・能力を育成することを目指す。

予習・復習は必要ありませんが、考えたことを表現する努力をしてください。考えたように表現できない
場合は積極的に担当に助言を求めてください。また、美術系への進学を希望している人は、できるだけ
早めに相談に来てください。

・提出物（作品・ワークシート）の提出状況と内容  各教科目が対象としている学習内容に関心をもち、

・提出物（作品・ワークシート）の内容

・提出物（作品・ワークシート）の内容

・課題に取り組む姿勢

教科

芸術

教科書

観点 評価のポイント

  各教科目において習得すべき知識や重要な概念等を

  各教科目の知識・技能を活用して課題解決するために

・作品についての発表の内容



学期 学習内容 学習のねらい（ポイント） 学習活動（観点） 自己評価

・オリエンテーション
□ 現代美術から表現の楽しさを感じとり、美術へ
の興味・関心を持っている。

　色と光の表現、色と光の表現
□ 色の仕組みや日本独特の色彩感覚を理解し
ている。

・ シンボルマークのデザイン
□ マークデザインの役割や目的を考え、目的に
合った相応しいものを考え制作している。

課題作品 【　　】

・様々な技法によるデザイン表現
□作品全体の視覚的なメッセージを考え、絵の
具、針金、スチレンボードなど様々な素材による表
現を試みて、ポスターを制作している。

課題作品（ワークシー
ト含）

【　　】

・鑑賞
□他の生徒の作品を鑑賞し、その良さや技法の
工夫等を感じ取っている。

ワークシート 【　　】

□撮った写真を資料として構図を考え、風景画を
制作している。

□前景、中景、背景を意識して風景画を効果的に
表現している。

・孔版画
□スケッチから文様を作り、孔版画の技法を理解
して創造的に制作している。

課題作品（ワークシー
ト含）

【　　】

□演劇の舞台デザインのような感覚で、制作のイ
メージに合った空間になるように工夫している。

課題作品 【　　】

□遠近法や重なり等を活用して奥行きや広がりを
表現している。動画撮影としても工夫している。

ワークシート、動画 【　　】

□コーネル等のボックスアートを手がけている作
家の作品を鑑賞し、その良さや技法の工夫等を感
じ取っている。

ワークシート 【　　】

・鑑賞・１年間のまとめ
□１年間を思い返し、自分の感覚に合った表現方
法や作家作品について考えをまとめている。

ワークシート 【　　】

年間学習計画（美術Ⅰ）

【　　】

1

2

3

・現代美術・ボックスアート（箱の中に
異空間を表現する）

・アクリル絵の具で校内風景を描く

ワークシート 【　　】

課題作品 【　　】

□世界の美術の変遷や概要を眺め、日本の美術
の特徴や良さについて考えている。

・鑑賞・世界の中の日本の美術 ワークシート

芸術（美術Ⅰ）ルーブリック

Ａ Ｂ Ｃ

①知識・技能

・対象や事象を捉える造形的な視
点について理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工
夫し、創造的に表している。

・対象や事象を捉える造形的な視
点について理解をしている。
・意図に応じて表現方法を創意工
夫し、表している。

・対象や事象を捉える造形的な視
点について理解することが難しい。
・意図に応じて表現方法を創意工夫
することが難しい。

Ａ Ｂ Ｃ

➁思考・判断・表現

造形的なよさや美しさ、表現の意
図と創意工夫、美術の働きなどに
ついて考え、主題を生成し創造的
に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対す
る見方や感じ方を深めたりしてい
る。

造形的なよさや美しさ、表現の意
図と創意工夫、美術の働きなどに
ついて考え、主題を生成し創造的
に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対す
る見方や感じ方を理解している。

造形的なよさや美しさ、表現の意図
と創意工夫、美術の働きなどについ
て考え、主題を生成し創造的に発
想し構想を練ったり、価値意識を
もって美術や美術文化に対する見
方や感じ方を理解することが難し
い。

Ａ Ｂ Ｃ

③主体的に学習に取り組む態度
主体的に美術の幅広い創造活動
に粘り強く取り組もうとしている。

主体的に美術の幅広い創造活動
に取り組もうとしている。

主体的に美術の幅広い創造活動に
取り組むことが難しい。



令和5年度北稜シラバス　　　　

科目 単位 学年・コース 担当

英語コミュニケーションⅠ 4 1年スタンダードクラス
松井・並木・脇田・中西・今井・西

川

LANDMARK Fit English
CommunicationⅠ

副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従って

評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能 読む・聞く能力を身につけているか（小テストや定期考査）

基本的な語彙や文法事項を身につけているか（小テストや定期考査）

②思考・判断・表現 話す・書く能力を身につけているか（プレゼンやスピーキングテスト、ライティング課題）

相手の話に同調し、尊重しながらも自分自身の意見を伝えられるか（ディベート課題等）

③主体的に学習に取り組む態度 自身の英語活動について主体的に学び、記録に残すことができているか（振り返り等）

自身の英語５領域の能力向上に向けて自発的に学習を進められているか（スタサプ等）

ワークシート等の提出状況

４．担当者からのメッセージ

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどについて
理解を深めている。
・聞く、読む、話す、書くことによる実際のコミュニケーションにお
いて目的や場面、状況に応じて適切に活用できる技能を身につ
けている。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常
的な話題や社会的な問題について、外国語で情報や考えなど
の概要や要点、詳細、話者や書き手の意図などを的確に理解し
たり、これらを活用して適切に表現したり、伝え合ったりしている

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自立的に外国語を
用いてコミュニケーションを図ろうとしている。

中学校では苦手だったかもしれない英語を高校生になって好き・得意になれるように積極的に前向きに学習に励みましょ
う。英語を様々な角度から学び、生徒の皆さんの英語力が自分自身の武器になるように我々は一生懸命授業を行いま
す。また研修旅行に向けて、継続的に国際交流を行っていきます。精一杯、学習に励んでください。

教科

英語

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，以下の5つの領域において言語活動及びこれらを結び付けた統合的
な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり，適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を
養う。
具体的な活動・領域は以下の通り。
(1) 聞くこと
日常的・社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報
を聞き取り，概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。
(2) 読むこと
日常的・社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き
手の意図を把握したり，概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができるようにする。
(3) 話すこと[やり取り]
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたこと
を基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。
(4) 話すこと[発表]
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用い
て，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して伝えることができるようにする。
(5) 書くこと
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり，読んだりしたこ
とを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して伝える文章を書くことができる

教科書

　「予習・授業・復習」という基本的な学習サイクルをできるだけ早く身につけること。
①予習では、担当教員の指示を的確に聞き、指示に忠実に計画的に行うようにしましょう。評価の観点「主体的に学習に取り組む態
度」がこれに当てはまりますので、自ら学ぶ意思を持って取り組みましょう。
②授業では、「知識・技能」を身につけ、「思考・判断・表現」を英語という言語を用いて行えるように取り組みましょう。授業で学んだこ
と、理解したことについて、積極的に英語で表現しょうとすることが力を伸ばすことにつながります。
③復習については授業の振り返りをその都度行い、記録するようにして自身の言語活動や授業の理解度を見直しましょう。

観点 評価のポイント

特になし



終了時目
標

〇フレーズ単位で話すことができる
〇読み手に伝わるように正確な語順
で30字程度のまとまった文を書くこ
とができる

〇日常的に使用される英単語を使っ
た簡単な表現を聞いて理解すること
ができる

〇英語コミュニケーションⅠの教科
書レベルの英文を、辞書などを使い
ながらも、自力で文章の概要を理解
することができる

〇英語らしい発音をすることができ
る

〇論理表現Ⅰで学習する基本的文法
事項をおおむね正しく使い、書くこ
とができる

〇簡単な表現であれば英語の指示を
聞いて、意味を理解し活動すること
ができる

〇文構造を意識しながら英文を読む
ことができる

〇文構造を意識しながら英文を書く
ことができる

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 定期考査 ライティングテスト 定期考査 リスニングテスト 定期考査 リーディングテスト

1 2 3 4 5 6

文法事項
（論理と表現Ⅰと共通）

Lesson１ Enjoy Your
Journy!

Lesson２ Curry Travels
around the World

Lesson3 School
Uniforms

Lesson4 Eco-Tour on
Yakushima

Lesson5 Bailey the
Facility Dog

Lesson6 Communication
without Words

Lesson7 Dear
Woorld:Bana's War

Lesson8 The Best
Education to Everyone,

Everywhere

Reading

基本的な英文を読み、意味
が理解できる。

文章を読み取るために必要
となる語彙や表現，比較表
現の意味や働きを理解して
いる。

文章を読み取るために必要
となる語彙や表現，比較表
現の意味や働きを理解して
いる。

文章を読み取るために必要
となる語彙や表現，比較表
現の意味や働きを理解して
いる。

文章を読み取るために必要
となる語彙や表現，比較表
現の意味や働きを理解して
いる。

文章を読み取るために必要
となる語彙や表現，比較表
現の意味や働きを理解して
いる。

Listening

文章を聞き取るために必要
となる語彙や表現，比較表
現の意味や働きを理解して
いる。

文章を聞き取るために必要
となる語彙や表現，比較表
現の意味や働きを理解して
いる。

文章を聞き取るために必要
となる語彙や表現，比較表
現の意味や働きを理解して
いる。

文章を聞き取るために必要
となる語彙や表現，比較表
現の意味や働きを理解して
いる。

文章を聞き取るために必要
となる語彙や表現，比較表
現の意味や働きを理解して
いる。

Interaction

基本的な英文を使って、相
手との会話に使える表現を
理解している。

賛成・反対の意見を，論理
の構成や展開を工夫して話
して伝え合うために必要と
なる表現を理解している。

賛成・反対の意見を，論理
の構成や展開を工夫して話
して伝え合うために必要と
なる表現を理解している。

賛成・反対の意見を，論理
の構成や展開を工夫して話
して伝え合うために必要と
なる表現を理解している。

賛成・反対の意見を，論理
の構成や展開を工夫して話
して伝え合うために必要と
なる表現を理解している。

賛成・反対の意見を，論理
の構成や展開を工夫して話
して伝え合うために必要と
なる表現を理解している。

Presentation

基本的な英文を理解し、相
手に自分の考えを伝える方
法を理解している。

情報や考えを述べるために
必要となる語彙や表現，音
声等を理解している。

情報や考えを述べるために
必要となる語彙や表現，音
声等を理解している。

情報や考えを述べるために
必要となる語彙や表現，音
声等を理解している。

情報や考えを述べるために
必要となる語彙や表現，音
声等を理解している。

情報や考えを述べるために
必要となる語彙や表現，音
声等を理解している。

Writing

基本的な英文を理解し、表
現するための語順を理解し
ている。

自分の意見や主張を伝えるため
に必要となる論理の構成や展開
及び表現等を理解し，工夫して
詳しく書く技能を身に付けてい
る。

自分の意見や主張を伝えるため
に必要となる論理の構成や展開
及び表現等を理解し，工夫して
詳しく書く技能を身に付けてい
る。

自分の意見や主張を伝えるため
に必要となる論理の構成や展開
及び表現等を理解し，工夫して
詳しく書く技能を身に付けてい
る。

自分の意見や主張を伝えるため
に必要となる論理の構成や展開
及び表現等を理解し，工夫して
詳しく書く技能を身に付けてい
る。

自分の意見や主張を伝えるため
に必要となる論理の構成や展開
及び表現等を理解し，工夫して
詳しく書く技能を身に付けてい
る。

Reading

基本的な英文を読んで、内
容を理解し、それを自分の
言葉で伝える力を身につけ
ている

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

Listening

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

Interaction

基本的な英文を理解し、そ
れらを使って相手とやりと
りしている。

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合っている

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合っている

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合っている

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合っている

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合っている

Presentation

基本的な英文を理解し、そ
れらを使って聞き手にわか
りやすく内容を伝えてい
る。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えている。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えている。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えている。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えている。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えている。

Writing

基本的な英文を理解し、そ
れらを使って内容を論理的
に書いて伝えている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えている。

Reading

基本的な英文を読んで、内
容を理解し、それを自分の
言葉で伝える力を身につけ
ようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

Listening

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

Interaction

基本的な英文を理解し、そ
れらを使って相手とやりと
りをしようとしている。

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合おうとして
いる。

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合おうとして
いる。

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合おうとして
いる。

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合おうとして
いる。

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合おうとして
いる。

Presentation

基本的な英文を理解し、そ
れらを使って聞き手にわか
りやすく内容を伝えようと
している。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えようとして
いる。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えようとして
いる。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えようとして
いる。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えようとして
いる。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えようとして
いる。

Writing

基本的な英文を理解し、そ
れらを使って内容を論理的
に書いて伝えようとしてい
る。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えようとしている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えようとしている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えようとしている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えようとしている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えようとしている。

英語で身近な事柄に関する話し手や書き手の意図を的確に理解するとともに、自分の考えを簡単に伝えることができる

第
１
学
年

〇提示された基本文をアレンジして
自分自身の意見や興味・関心のある
ことについて話すことができる

京都府立北稜高等学校 CAN-DOリスト

自己評価
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令和5年度北稜シラバス　　　　

科目 単位 学年・コース 担当

英語コミュニケーションⅠ 4 1年アドバンスクラス 松井・中西・ウッドワース

LANDMARK English Communication
Ⅰ

副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従って

評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能 読む・聞く能力を身につけているか（小テストや定期考査）

基本的な語彙や文法事項を身につけているか（小テストや定期考査）

②思考・判断・表現 話す・書く能力を身につけているか（プレゼンやスピーキングテスト、ライティング課題）

相手の話に同調し、尊重しながらも自分自身の意見を伝えられるか（ディベート課題等）

③主体的に学習に取り組む態度 自身の英語活動について主体的に学び、記録に残すことができているか（振り返り等）

自身の英語５領域の能力向上に向けて自発的に学習を進められているか（スタサプ等）

ワークシート等の提出状況

４．担当者からのメッセージ

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどについて
理解を深めている。
・聞く、読む、話す、書くことによる実際のコミュニケーションにお
いて目的や場面、状況に応じて適切に活用できる技能を身につ
けている。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常
的な話題や社会的な問題について、外国語で情報や考えなど
の概要や要点、詳細、話者や書き手の意図などを的確に理解し
たり、これらを活用して適切に表現したり、伝え合ったりしている

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自立的に外国語を
用いてコミュニケーションを図ろうとしている。

中学校では苦手だったかもしれない英語を高校生になって好き・得意になれるように積極的に前向きに学習に励みましょ
う。英語を様々な角度から学び、生徒の皆さんの英語力が自分自身の武器になるように我々は一生懸命授業を行いま
す。また研修旅行に向けて、継続的に国際交流を行っていきます。精一杯、学習に励んでください。

観点 評価のポイント

教科

英語

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，以下の5つの領域において言語活動及びこれらを結び付けた統合的
な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり，適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を
養う。
具体的な活動・領域は以下の通り。
(1) 聞くこと
日常的・社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報
を聞き取り，概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。
(2) 読むこと
日常的・社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き
手の意図を把握したり，概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができるようにする。
(3) 話すこと[やり取り]
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたこと
を基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。
(4) 話すこと[発表]
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用い
て，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して伝えることができるようにする。
(5) 書くこと
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり，読んだりしたこ
とを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して伝える文章を書くことができる

教科書

　「予習・授業・復習」という基本的な学習サイクルをできるだけ早く身につけること。
①予習では、担当教員の指示を的確に聞き、指示に忠実に計画的に行うようにしましょう。評価の観点「主体的に学習に取り組む態
度」がこれに当てはまりますので、自ら学ぶ意思を持って取り組みましょう。
②授業では、「知識・技能」を身につけ、「思考・判断・表現」を英語という言語を用いて行えるように取り組みましょう。授業で学んだこ
と、理解したことについて、積極的に英語で表現しょうとすることが力を伸ばすことにつながります。
③復習については授業の振り返りをその都度行い、記録するようにして自身の言語活動や授業の理解度を見直しましょう。

特になし



終了時目
標

〇フレーズ単位で話すことができる
〇提示された基本文をアレンジして
自分自身の意見や興味・関心のある
ことについて話すことができる

〇読み手に伝わるように正確な語順
で30字程度のまとまった文を書くこ
とができる

〇日常的に使用される英単語を使っ
た簡単な表現を聞いて理解すること
ができる

〇英語コミュニケーションⅠの教科
書レベルの英文を、辞書などを使い
ながらも、自力で文章の概要を理解
することができる

〇英語らしい発音をすることができ
る

〇論理表現Ⅰで学習する基本的文法
事項をおおむね正しく使い、書くこ
とができる

〇簡単な表現であれば英語の指示を
聞いて、意味を理解し活動すること
ができる

〇文構造を意識しながら英文を読む
ことができる

〇文構造を意識しながら英文を書く
ことができる

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 定期考査 ライティングテスト 定期考査 リスニングテスト 定期考査 リーディングテスト

1 2 3 4 5 6

文法事項
（論理と表現Ⅰと共通）

Lesson１ Enjoy Your
Journy!

Lesson２ Curry Travels
around the World

Lesson3 School
Uniforms

Lesson4 Eco-Tour on
Yakushima

Lesson5 Bailey the
Facility Dog

Lesson6 Communication
without Words

Lesson7 Dear
Woorld:Bana's War

Lesson8 The Best
Education to Everyone,

Everywhere

Reading

基本的な英文を読み、意味が
理解できる。

文章を読み取るために必要と
なる語彙や表現，比較表現の
意味や働きを理解している。

文章を読み取るために必要と
なる語彙や表現，比較表現の
意味や働きを理解している。

文章を読み取るために必要と
なる語彙や表現，比較表現の
意味や働きを理解している。

文章を読み取るために必要と
なる語彙や表現，比較表現の
意味や働きを理解している。

文章を読み取るために必要と
なる語彙や表現，比較表現の
意味や働きを理解している。

Listening

文章を聞き取るために必要と
なる語彙や表現，比較表現の
意味や働きを理解している。

文章を聞き取るために必要と
なる語彙や表現，比較表現の
意味や働きを理解している。

文章を聞き取るために必要と
なる語彙や表現，比較表現の
意味や働きを理解している。

文章を聞き取るために必要と
なる語彙や表現，比較表現の
意味や働きを理解している。

文章を聞き取るために必要と
なる語彙や表現，比較表現の
意味や働きを理解している。

Interaction

基本的な英文を使って、相手
との会話に使える表現を理解
している。

賛成・反対の意見を，論理の
構成や展開を工夫して話して
伝え合うために必要となる表
現を理解している。

賛成・反対の意見を，論理の
構成や展開を工夫して話して
伝え合うために必要となる表
現を理解している。

賛成・反対の意見を，論理の
構成や展開を工夫して話して
伝え合うために必要となる表
現を理解している。

賛成・反対の意見を，論理の
構成や展開を工夫して話して
伝え合うために必要となる表
現を理解している。

賛成・反対の意見を，論理の
構成や展開を工夫して話して
伝え合うために必要となる表
現を理解している。

Presentation

基本的な英文を理解し、相手
に自分の考えを伝える方法を
理解している。

情報や考えを述べるために必
要となる語彙や表現，音声等
を理解している。

情報や考えを述べるために必
要となる語彙や表現，音声等
を理解している。

情報や考えを述べるために必
要となる語彙や表現，音声等
を理解している。

情報や考えを述べるために必
要となる語彙や表現，音声等
を理解している。

情報や考えを述べるために必
要となる語彙や表現，音声等
を理解している。

Writing

基本的な英文を理解し、表現
するための語順を理解してい
る。

自分の意見や主張を伝えるため
に必要となる論理の構成や展開
及び表現等を理解し，工夫して
詳しく書く技能を身に付けてい
る。

自分の意見や主張を伝えるため
に必要となる論理の構成や展開
及び表現等を理解し，工夫して
詳しく書く技能を身に付けてい
る。

自分の意見や主張を伝えるため
に必要となる論理の構成や展開
及び表現等を理解し，工夫して
詳しく書く技能を身に付けてい
る。

自分の意見や主張を伝えるため
に必要となる論理の構成や展開
及び表現等を理解し，工夫して
詳しく書く技能を身に付けてい
る。

自分の意見や主張を伝えるため
に必要となる論理の構成や展開
及び表現等を理解し，工夫して
詳しく書く技能を身に付けてい
る。

Reading

基本的な英文を読んで、内容
を理解し、それを自分の言葉
で伝える力を身につけている

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

Listening

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

自分（たち）の考えを発表する
ために，事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えている。

Interaction

基本的な英文を理解し、それ
らを使って相手とやりとりし
ている。

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合っている

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合っている

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合っている

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合っている

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合っている

Presentation

基本的な英文を理解し、それ
らを使って聞き手にわかりや
すく内容を伝えている。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えている。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えている。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えている。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えている。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えている。

Writing

基本的な英文を理解し、それ
らを使って内容を論理的に書
いて伝えている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えている。

Reading

基本的な英文を読んで、内容
を理解し、それを自分の言葉
で伝える力を身につけようと
している。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての説明文
を読んで，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

Listening

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

自分（たち）の考えを発表する
ために、事例についての対話文
を聞いて，概要や要点，詳細を
整理して捉えようとしている。

Interaction

基本的な英文を理解し、それ
らを使って相手とやりとりを
しようとしている。

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合おうとして
いる。

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合おうとして
いる。

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合おうとして
いる。

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合おうとして
いる。

自分の意見を，相手によりよく理解
してもらえるように，話題について
聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，相手の意見に応じて，賛
成・反対の意見を論理の構成や展開
を工夫して話して伝え合おうとして
いる。

Presentation

基本的な英文を理解し、それ
らを使って聞き手にわかりや
すく内容を伝えようとしてい
る。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えようとして
いる。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えようとして
いる。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えようとして
いる。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えようとして
いる。

聞き手に自分の考えをよく理解
してもらえるように，話題につ
いての情報や考えを，聞いたり
読んだりしたことを基に，理由
とともに話して伝えようとして
いる。

Writing

基本的な英文を理解し、それ
らを使って内容を論理的に書
いて伝えようとしている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えようとしている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えようとしている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えようとしている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えようとしている。

読み手によく理解してもらえるよう
に，テーマについて聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の
意見や主張を，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えようとしている。

京都府立北稜高等学校 CAN-DOリスト
英語で身近な事柄に関する話し手や書き手の意図を的確に理解するとともに、自分の考えを簡単に伝えることができる

第
１
学
年

知
識
・
技
能

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

思
考
・
判
断
・
表
現

自己評価



令和５年度北稜シラバス　　　　

科目 単位 学年・コース 担当

論理表現Ⅰ 2 1年スタンダードクラス 脇田・並木・今井・中西・西川・松井

My Way Logic and Expression Ⅰ 副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従って

評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能 単元で学習した語彙や表現、文法事項などについて理解しているか

②思考・判断・表現

日常的に使用される英単語を使った簡単な表現を聞いて理解することができる

③主体的に学習に取り組む態度

４．担当者からのメッセージ

教科

英語

言語や文化に対する理解を深め、コミュニケーションを図ろうとする態度を養うとともに、論理的な思考力を養い、論理の展
開や表現の方法を工夫し、伝える能力を養う。

教科書

　「予習・授業・復習」という基本的な学習サイクルをできるだけ早く身につけること。
①予習では、担当教員の指示を的確に聞き、指示に忠実に計画的に行うようにしましょう。評価の観点「主体的に学習に取り組む態
度」がこれに当てはまりますので、自ら学ぶ意思を持って取り組みましょう。
②授業では、「知識・技能」を身につけ、「思考・判断・表現」を英語という言語を用いて行えるように取り組みましょう。授業で学んだこ
と、理解したことについて、積極的に英語で表現しょうとすることが力を伸ばすことにつながります。
③復習については授業の振り返りをその都度行い、記録するようにして自身の言語活動や授業の理解度を見直しましょう。

観点 評価のポイント

提示された基本文をアレンジして自分自身の意見や興味・関心のあることについて話すこと
ができる

簡単な表現であれば英語の指示を聞いて、意味を理解し活動することができる

習得すべき知識や重要な概念等を理解している。それらを既有
の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、概念等と
して理解したり、技能を習得したりしている。

知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思
考力、判断力、表現力を身に付けている。

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に
付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で、自らの学習を
調整しようとしている。

論理・表現Ⅰでは英語の基礎となる文法を中心に学習していきます。文法は英語の４技能（読む・書く・聞く・話す）の根幹と
なる力です。文法を学ぶと、相手に伝わるような英語を話したり書いたりすることができます。また難しい文章を読む際に
も、文法力があれば読み解くヒントを得ることができます。文法は授業を聞いただけでは身に付きません。復習をすること
が大切になります。ｽﾀｻﾌﾟを活用したり、授業で解いた文法の練習問題をもう一度、自分の力で解きなおしてみるなど復習
に力を入れてください。みなさんの英語の４技能を伸ばす基礎となるのが論理・表現Ⅰです。

学習した「知識」を基に、情報や考え、気持ちなどを論理的に話して伝える技能を身に付けて
いるか

読み手に伝わるように正確な語順で30字程度のまとまった文を書くことができる

筋道を立てて伝え合おうとしている。また，自分の発話を振り返り，改善点を見出している。

筋道を立てて詳しく話そうとしている。また，自分の発話を振り返り，改善点を見出している。

筋道を立てて詳しく書こうとしている。また，自分の書いたものを振り返り，改善点を見出して
いる。



話すこと（やり取り） 話すこと（発表） 書くこと 聞くこと 読むこと
卒業時
目標

〇対話の展開を意識して、やり取り
することができる

〇文構造を意識して、読み手に伝わ
るように理由や根拠を示した50字程
度のまとまった文を書くことができ
る

〇英語の指示を聞いて、意味を理解
し活動することができる

〇英語の音声的な特徴を意識し、発
音することができる

〇論理表現Ⅱで学習する基本的文法
事項をほぼ正しく使い、書くことが
できる

〇簡単な表現であれば、ある程度ま
とまった英語を聞いて概要を理解す
ることができる

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 定期考査 ライティングテスト 定期考査 リスニングテスト 定期考査 リーディングテスト
終了時
目標

〇文単位で話すことができる
〇読み手に伝わるように理由や根拠
を示した50字程度のまとまった文を
書くことができる

〇ゆっくりであれば英語の指示を聞
いて、意味を理解し活動することが
できる

〇英語らしいリズムと単語の発音が
おおむねできる

〇論理表現Ⅱで学習する基本的文法
事項をおおむね正しく使い、書くこ
とができる

〇ゆっくり繰り返して話されれば英
語を聞いて概要を理解することがで
きる

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 定期考査 ライティングテスト 定期考査 リスニングテスト 定期考査 リーディングテスト
終了時
目標

〇フレーズ単位で話すことができる 〇読み手に伝わるように正確な語順で30字程度
のまとまった文を書くことができる

〇日常的に使用される英単語を使っ
た簡単な表現を聞いて理解すること
ができる

〇英語コミュニケーションⅠの教科
書レベルの英文を、辞書などを使い
ながらも、自力で文章の概要を理解
することができる

〇英語らしい発音をすることができ
る

〇論理表現Ⅰで学習する基本的文法事項をおお
むね正しく使い、書くことができる

〇簡単な表現であれば英語の指示を
聞いて、意味を理解し活動すること
ができる

〇文構造を意識しながら英文を読む
ことができる

〇文構造を意識しながら英文を書くことができ
る

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 定期考査 ライティングテスト 定期考査 リスニングテスト 定期考査 リーディングテスト

話すこと
（やり取り）

話すこと
（発表）

書くこと

話すこと
（やり取り）

話すこと
（発表）

書くこと

話すこと
（やり取り）

話すこと
（発表）

書くこと

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

筋道を立てて伝え合おうとしている。また，自分の発話を振り返り，改善点を見出している

筋道を立てて詳しく話そうとしている。また，自分の発話を振り返り，改善点を見出している

筋道を立てて詳しく書こうとしている。また，自分の書いたものを振り返り，改善点を見出している

知
識
・
技
能

〈知識〉ターゲットとする文法の意味や働きについて理解している
〈技能〉ターゲットとする文法を用いて，伝え合う技能を身につけている

〈知識〉ターゲットとする文法の意味や働きについて理解している
〈技能〉ターゲットとする文法を用いて話す技能を身につけている

〈知識〉ターゲットとする文法の意味や働きについて理解している。
〈技能〉ターゲットとする文法を用いて，書く技能を身につけている。

思
考
・
判
断
・
表
現

簡単な表現であれば英語の指示を聞いて、意味を理解し活動することができる
日常的に使用される英単語を使った簡単な表現を聞いて理解することができる

提示された基本文をアレンジして自分自身の意見や興味・関心のあることについて話すことができる

読み手に伝わるように正確な語順で30字程度のまとまった文を書くことができる

第
２
学
年

〇事前に準備をしていれば、自分の
意見や興味・関心のあることについ
て話すことができる

〇英語コミュニケーションⅡの教科
書レベルの英文を、辞書などを使い
ながらも、自力で文章の概要を理解
することができる

英語で身近な事柄に関する話し手や書き手の意図を的確に理解するとともに、自分の考えを簡単に伝えることができる

第
１
学
年

〇提示された基本文をアレンジして
自分自身の意見や興味・関心のある
ことについて話すことができる

英語で日常的なさまざまな状況における話し手や書き手の意図を的確に理解するとともに、自分の意図を簡単に伝えることができる

京都府立北稜高等学校 CAN-DOリスト

英語でさまざまな状況において話し手や書き手の意図を的確に理解するとともに、自分の意図を適切に伝えることができる

第
３
学
年

〇適切な表現を用いて、即興で自分
自身の考えや興味・関心のあること
について話すことができる

〇少々難しい単語や表現があって
も、前後関係から文を理解して全体
の概要を理解することができる



令和５年度北稜シラバス　　　　

科目 単位 学年・コース 担当

論理表現Ⅰ 2 1年アドバンスクラス 中西・松井・ｳｯﾄﾞﾜｰｽ

My Way Logic and Expression Ⅰ 副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従って

評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能 単元で学習した語彙や表現、文法事項などについて理解しているか

②思考・判断・表現

日常的に使用される英単語を使った簡単な表現を聞いて理解することができる

③主体的に学習に取り組む態度

４．担当者からのメッセージ

さまざまな日常的な話題や社会的な話題のテーマについて、情報や考えなどを理由や根拠
とともに書こうとしているか

習得すべき知識や重要な概念等を理解している。それらを既有
の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、概念等と
して理解したり、技能を習得したりしている。

知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思
考力、判断力、表現力を身に付けている。

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に
付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で、自らの学習を
調整しようとしている。

論理・表現Ⅰでは英語の基礎となる文法を中心に学習していきます。文法は英語の４技能（読む・書く・聞く・話す）の根幹と
なる力です。文法を学ぶと、相手に伝わるような英語を話したり書いたりすることができます。また難しい文章を読む際に
も、文法力があれば読み解くヒントを得ることができます。文法は授業を聞いただけでは身に付きません。復習をすること
が大切になります。ｽﾀｻﾌﾟを活用したり、授業で解いた文法の練習問題をもう一度、自分の力で解きなおしてみるなど復習
に力を入れてください。みなさんの英語の４技能を伸ばす基礎となるのが論理・表現Ⅰです。

学習した「知識」を基に、情報や考え、気持ちなどを論理的に話して伝える技能を身に付けて
いるか

提示された基本文をアレンジして自分自身の意見や興味・関心のあることについて話すこと
ができる

簡単な表現であれば英語の指示を聞いて、意味を理解し活動することができる

読み手に伝わるように正確な語順で30字程度のまとまった文を書くことができる

観点 評価のポイント

聞いたり読んだりしたこと基に、聞き手に配慮しながら自分の考えや気持ちを理由とともに伝
え合おうとしていえうか。また、状況を把握し、粘り強く学習に取り組もうとしているか

教科

英語

言語や文化に対する理解を深め、コミュニケーションを図ろうとする態度を養うとともに、論理的な思考力を養い、論理の展
開や表現の方法を工夫し、伝える能力を養う。

教科書

　「予習・授業・復習」という基本的な学習サイクルをできるだけ早く身につけること。
①予習では、担当教員の指示を的確に聞き、指示に忠実に計画的に行うようにしましょう。評価の観点「主体的に学習に取り組む態
度」がこれに当てはまりますので、自ら学ぶ意思を持って取り組みましょう。
②授業では、「知識・技能」を身につけ、「思考・判断・表現」を英語という言語を用いて行えるように取り組みましょう。授業で学んだこ
と、理解したことについて、積極的に英語で表現しょうとすることが力を伸ばすことにつながります。
③復習については授業の振り返りをその都度行い、記録するようにして自身の言語活動や授業の理解度を見直しましょう。



話すこと（やり取り） 話すこと（発表） 書くこと 聞くこと 読むこと
卒業時
目標

〇対話の展開を意識して、やり取り
することができる

〇文構造を意識して、読み手に伝わ
るように理由や根拠を示した50字程
度のまとまった文を書くことができ
る

〇英語の指示を聞いて、意味を理解
し活動することができる

〇英語の音声的な特徴を意識し、発
音することができる

〇論理表現Ⅱで学習する基本的文法
事項をほぼ正しく使い、書くことが
できる

〇簡単な表現であれば、ある程度ま
とまった英語を聞いて概要を理解す
ることができる

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 定期考査 ライティングテスト 定期考査 リスニングテスト 定期考査 リーディングテスト
終了時
目標

〇文単位で話すことができる
〇読み手に伝わるように理由や根拠
を示した50字程度のまとまった文を
書くことができる

〇ゆっくりであれば英語の指示を聞
いて、意味を理解し活動することが
できる

〇英語らしいリズムと単語の発音が
おおむねできる

〇論理表現Ⅱで学習する基本的文法
事項をおおむね正しく使い、書くこ
とができる

〇ゆっくり繰り返して話されれば英
語を聞いて概要を理解することがで
きる

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 定期考査 ライティングテスト 定期考査 リスニングテスト 定期考査 リーディングテスト
終了時
目標

〇フレーズ単位で話すことができる 〇読み手に伝わるように正確な語順で30字程度
のまとまった文を書くことができる

〇日常的に使用される英単語を使っ
た簡単な表現を聞いて理解すること
ができる

〇英語コミュニケーションⅠの教科
書レベルの英文を、辞書などを使い
ながらも、自力で文章の概要を理解
することができる

〇英語らしい発音をすることができ
る

〇論理表現Ⅰで学習する基本的文法事項をおお
むね正しく使い、書くことができる

〇簡単な表現であれば英語の指示を
聞いて、意味を理解し活動すること
ができる

〇文構造を意識しながら英文を読む
ことができる

〇文構造を意識しながら英文を書くことができ
る

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ 定期考査 ライティングテスト 定期考査 リスニングテスト 定期考査 リーディングテスト

話すこと
（やり取り）

話すこと
（発表）

書くこと

話すこと
（やり取り）

話すこと
（発表）

書くこと

話すこと
（やり取り）

話すこと
（発表）

書くこと

思
考
・
判
断
・
表
現

簡単な表現であれば英語の指示を聞いて、意味を理解し活動することができる
日常的に使用される英単語を使った簡単な表現を聞いて理解することができる

提示された基本文をアレンジして自分自身の意見や興味・関心のあることについて話すことができる

読み手に伝わるように正確な語順で30字程度のまとまった文を書くことができる

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

筋道を立てて伝え合おうとしている。また，自分の発話を振り返り，改善点を見出している。

筋道を立てて詳しく話そうとしている。また，自分の発話を振り返り，改善点を見出している。

筋道を立てて詳しく書こうとしている。また，自分の書いたものを振り返り，改善点を見出している。

知
識
・
技
能

〈知識〉ターゲットとする文法の意味や働きについて理解している。
〈技能〉ターゲットとする文法を用いて，伝え合う技能を身につけている。

〈知識〉ターゲットとする文法の意味や働きについて理解している。
〈技能〉ターゲットとする文法を用いて話す技能を身につけている。

〈知識〉ターゲットとする文法の意味や働きについて理解している。
〈技能〉ターゲットとする文法を用いて，書く技能を身につけている。

第
２
学
年

〇事前に準備をしていれば、自分の
意見や興味・関心のあることについ
て話すことができる

〇英語コミュニケーションⅡの教科
書レベルの英文を、辞書などを使い
ながらも、自力で文章の概要を理解
することができる

英語で身近な事柄に関する話し手や書き手の意図を的確に理解するとともに、自分の考えを簡単に伝えることができる

第
１
学
年

〇提示された基本文をアレンジして
自分自身の意見や興味・関心のある
ことについて話すことができる

英語で日常的なさまざまな状況における話し手や書き手の意図を的確に理解するとともに、自分の意図を簡単に伝えることができる

京都府立北稜高等学校 CAN-DOリスト

英語でさまざまな状況において話し手や書き手の意図を的確に理解するとともに、自分の意図を適切に伝えることができる

第
３
学
年

〇適切な表現を用いて、即興で自分
自身の考えや興味・関心のあること
について話すことができる

〇少々難しい単語や表現があって
も、前後関係から文を理解して全体
の概要を理解することができる



令和５年度北稜シラバス　　　　
科目 単位 学年・コース 担当

情報Ⅰ 2 1年全コース
安藤圭亮
福井 　仁

高等学校　情報Ⅰ
(数研出版 )

副教材

１．学習の目標

２．確かな学力をつけるための学習法（予習・復習・考査対策等について）

３．評価

次の各観点に基づき学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとまり）ごとに基準に従って

①～③の観点ごとに評価を行い、それらを総括して学年末に５段階の評定をします。

①知識・技能

理解しているか、習得すべき技能を身に付けているか

を評価します。

②思考力・判断力・表現力

必要となる思考力・判断力・表現力等を身に付けているか

を評価します。

③主体的に学習に取り組む態度

自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を評価します。

４．担当者からのメッセージ

主にPCを用いた実習時に自分なりの創意工夫が見ら
れたり、与えられた課題をより発展させようとしている
か等を評価する。  各教科目が対象としている学習内容に関心をもち、

情報についての基本的な知識やモラルを身につけ、情報技術を適切に使って身の回りの問題を解決し
ようとする態度を身につけて欲しいと思います。評価においては講義や実習の取組状況の比重が高い
ので、普段の授業では適切にメモをとったり、実習手順を聞き逃さないよう集中して聞くことを心がけてく
ださい。

観点 評価のポイント

定期考査の基礎問題や演習課題の達成度を中心に
評価する。

  各教科目において習得すべき知識や重要な概念等を

定期考査の応用問題とPCを使った実習課題の達成度
を評価する。

  各教科目の知識・技能を活用して課題解決するために

 単にｺﾝﾋﾟｭｰﾀの操作技術の習得に終わるのでなく、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀや情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸに対する基礎的な理
解を深め、情報社会の一員として思考力・判断力・表現力等を身に付ける。また、定期考査だけでなく、
実習や提出物など毎時間の授業を大切にする態度も不可欠である。

教科

数学

教科書 PC室　DesktopPC

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動
を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的
に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。



学期 学習内容 学習のねらい（ポイント） 学習活動 自己評価

1 第1編　情報社会の問題解決

第1章　情報とメディア

キーボード入力
　　英数字入力

・「情報」とは何か、様々なメディアの特徴や，情報の適切な表現形式に
ついて理解する。
・問題解決の過程と結果について評価し，改善することの意義や重要
性を理解する。

・教科書内容を理解し、疑問の
解決に努める。（以下同様）

キーボード入力の熟達に努め
る。（以下同様）

　　　　　　　　　　　　　　　　提出
物

【　　　　】

第2章　情報社会における法とセキュリティ

キーボード入力
　　英数字・記号入力

・情報モラルにもとづいた行動や，法規・制度について理解する。
・個人情報やプライバシーの保護・活用に関連する法律について理解
する。
・知的財産権の保護の必要性と、法規及び個人の責任について理解す
る。
・情報セキュリティの重要性と、セキュリティ対策の方法を理解する。

提出物 【　　　　】

第3章　情報技術が社会に及ぼす影響

キーボード入力
　　日本語入力

・人工知能やデジタルトランスフォーメーションなど，発展する情報技術
と情報技術がもたらす社会の変化や経済の効率化について理解させ
る。
・情報格差，インターネット依存症，インターネット上のトラブルなどを学
ぶ。

　　　　　　　　　　　　　　　　提出
物

いろいろな入力方法と表現につ
いて体験する。（以下同様）

【　　　　】

第2編　コミュニケーションと情報デザイン

第1章　情報のデジタル表現

　　キーボード入力
　　表計算アプリ利用

・アナログととデジタル情報の特徴を理解する。
・ビットの概念，2進法による表現，文字，音，画像，動画のデジタル化
の原理と表現方法を理解する。
・データ圧縮の原理と具体例について理解する。

提出物 【　　　　】

第2章　コミュニケーション手段の発展と特徴

　キーボード入力
　表計算アプリ利用

・コミュニケーション手段の発展について，技術的な進歩を理解する。
・コンピュータを使った通信の歴史も概観する。
・適切な情報機器やメディアを選択し利用する方法を習得する。

提出物 【　　　　】

第3章　情報デザイン ・情報を抽象化・構造化・可視化する方法を習得し，適切な表現方法を
選択できるようにする。
・ユーザビリティやアクセシビリティ，ユニバーサルデザイン等につい
て，身近な具体例を挙げながら理解する。

提出物 【　　　　】
第4章　プレゼンテーション

　プレゼンテーションアプリ利用

・プレゼンテーションについて，その基本，手法を理解する。
・プレゼンテーションソフトウェアの上手な使い方も身につける。

期末考査 【　　　　】

2 第3編　コンピュータとプログラミング

第1章　コンピュータのしくみ 中間考査は行わない

提出物 【　　　　】

第2章　プログラミング

　　プログラム言語利用

・アルゴリズムを用いて表現する方法を習得する。
・プログラミング言語の実行のしくみについて理解する。
・簡単なプログラムの作成を通してアルゴリズムやプログラミングの基
本を理解する。

提出物 【　　　　】

第3章　モデル化とシミュレーション

　　プログラム言語利用
　　表計算アプリ利用

・モデル化とシミュレーションの考え方や方法を理解し，実際の問題解
決に活用できるようにする。

提出物 【　　　　】

期末考査 【　　　　】

3
第4編　情報通信ネットワークとデータの活用

提出物 【　　　　】

第1章　ネットワークのしくみ

　コマンド入力体験

・プロトコルについて理解する。
・通信の信頼性を確保するための方法について理解する。
・IPアドレス，ドメイン名，URLとDNSによるインターネットでのウェブ閲
覧，電子メール，情報の暗号化の原理やしくみを理解する。 提出物 【　　　　】

第2章　データベース

　　データベース体験

・データベース管理システムの機能やデータの損失を防ぐしくみについ
て理解する。
・データベースの種類や特徴と，社会生活に果たす役割と影響を理解
る。 提出物 【　　　　】

第3章　データの分析 ・データの形式に関する知識やデータの収集方法，データの種類につ
いて理解させる。
・表計算ソフトウェアなどを使って簡単な数学的データ処理や分析を行
う。

提出物 【　　　　】

学年末考査 【　　　　】

年間学習計画

・コンピュータの構成を理解する。
・ソフトウェアの基本的な内容を理解する。
・コンピュータ内部における数の表現方法について理解する。


